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苧

lま

じ

め

1 

か
つ
て
日
本
に
お
い
て
は
中
園
家
族
史
論
争
の
一
端
と
し
て
、
縁
坐
(
親
族
の
連
坐
)
の
範
固
と
同
居
家
族
の
範
固
が
一
致
す
る
か
否
か
と

い
う
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
む
睡
虎
地
秦
簡
の
公
表
後
、

盗
及
者
(
諸
)
官
罪
、
同
居
所
首
坐
。
可
(
何
)
謂
同
居
0

.

戸
矯
同
居
。
坐
隷
、
隷
不
坐
戸
謂
殴
(
也
)

0

(

盗
と
他
の
様
々
な
罪
に
つ
い

て
、
同
居
は
連
坐
す
べ
き
で
あ
る
。
何
を
同
出
と
い
う
の
か
。
戸
が
同
居
で
あ
り
、
隷
に
連
坐
す
る
が
、
隷
は
戸
に
連
坐
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
o
)

(
2
)
 

(
「
法
律
答
問
」
一
一
一
一
)

と
あ
る
よ
う
に
、
同
居
が
連
坐
の
釘
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
縁
坐
の
範
園
は
同
居
(
同
一
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
家
族
構

(
3
)
 

成
員
)
に
限
ら
れ
る
と
い
う
説
が
改
め
て
重
頑
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
張
家
山
漢
簡
「
奏
議
書
」
「
二
年
律
令
」
の
公
表
に
よ
っ
て
新
た
な
知

見
が
得
ら
れ
、
縁
坐
に
関
わ
る
議
論
が
活
溌
に
行
わ
れ
て
い
る
抗
ド
し
か
し
縁
坐
と
同
居
の
闘
係
に
つ
い
て
は
注
意
が
携
わ
れ
な
か
っ
た
o

そ

れ
故
縁
坐
に
関
す
る
議
論
に
は
混
請
が
生
じ
て
お
り
、
同
居
の
性
質
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
も
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は



2 

従
来
見
落
と
さ
れ
て
い
た
同
居
の
連
坐
と
は
何
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
は
連
坐
制
の
掌
握
に
扶
け
て
い
る
最
後
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

で
あ
り
、
こ
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
や
地
域
一
枇
舎
の
支
配
原
理
の
一
側
面
に
迫
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
連
坐
の
定
義
に
つ
い
て
本
稿
の
立
場
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。
連
坐
(
ま
た
は
相
坐
)
と
い
う
語
は
典
籍
の
用
例
に
お
い
て
も
暖
昧
で

(
5
)
 

あ
り
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
も
定
義
が
異
な
る
語
だ
が
、
本
稿
で
は
連
坐
制
の
核
心
に
迫
る
た
め
、
諸
要
素
を
単
純
化
さ
せ
、
連
坐
に
つ
い
て

(
6
)
 

一
つ
に
、
連
坐
と
は
血
縁
・
地
縁
・
職
務
等
の
闘
係
が
あ
る
者
の
犯
罪
に
よ
る
連
帯
懲
罰
の
こ
と
で
あ
る
。
例

最
密
に
定
義
し
て
お
き
た
い
。

え
ば
「
二
年
律
令
」
七
二
|
七
一
一
一
の
「
諸
予
劫
入
者
銭
財
、
及
矯
人
劫
者
同
居
智
(
知
)
弗
告
吏
、
皆
輿
劫
入
者
同
罪
(
誘
拐
者
に
銭
財
を
輿
え

た
、
及
び
誘
拐
さ
れ
た
人
の
同
居
が
知
っ
て
い
て
吏
に
告
げ
な
か
っ
た
場
合
は
、
み
な
誘
拐
者
と
同
罪
)
」
は
庭
罰
さ
れ
る
者
が
犯
罪
者
の
同
居
で
は
な

く
被
害
者
の
同
居
で
あ
る
た
め
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
入
ら
な
い
。
も
う
一
つ
に
、
連
坐
と
は
犯
行
に
闘
輿
す
る
こ
と
(
共
犯
)
に
よ
る
懲

罰
で
は
な
い
。
犯
行
を
知
る
場
合
(
知
情
)
と
も
ひ
と
ま
ず
匡
別
し
て
お
く
。
例
え
ば
「
法
律
答
問
」

一
七
「
削
(
宵
)
盗
、
戚
(
臓
)
直

2 

(
値
)
百
一
十
、
其
妻
子
智
(
知
)
、
奥
食
肉
、
雷
同
罪
(
夜
に
盗
み
を
働
き
、
賊
品
の
値
が
百
一
十
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
妻
子
が
知
っ
て
お
り
、
共

に
肉
を
食
べ
た
ら
、
同
罪
と
す
べ
き
こ
で
は
妻
子
も
共
犯
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
連
坐
と
は
異
な
る
。
た
だ
し
知
情
と
連
坐
の
闘
係
は
か
な
り
複

雑
で
あ
り
、
本
稿
の
最
後
で
も
う
一
度
検
討
し
た
い
。

連
坐
は
主
と
し
て
縁
坐
・
什
伍
の
連
坐
・
官
吏
の
連
坐
に
大
別
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
一
般
民
衆
を
封
象
と
す
る
た
め
、
官
吏
の
連
坐
お
よ

ぴ
軍
隊
・
市
患
な
ど
に
お
け
る
什
伍
の
連
坐
は
考
察
の
封
象
外
と
す
る
。
ま
ず
は
縁
坐
と
民
里
中
の
伍
人
の
連
坐
に
つ
い
て
検
討
し
、
雨
者
の

性
質
を
解
明
し
た
上
で
同
居
の
連
坐
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
主
た
る
史
料
が
睡
虎
地
秦
律
と
張
家
山
漠
律
で
あ
る
た
め
、
復
元
さ
れ
る
連
坐
制

は
秦
と
漢
初
(
文
帝
期
以
前
)
の
も
の
だ
が
、
丈
帝
期
以
降
の
饗
化
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
み
た
い
。

庁家

坐

と

牧

『
漢
書
』
刑
法
志
の
「
牧
脅
・
諸
も
ろ
の
相
坐
律
令
を
除
く
」
、
『
史
記
」
孝
文
本
紀
の
「
有
罪
は
牧
せ
ざ
ら
し
め
、
無
罪
は
相
坐
せ
ざ
ら
し



む
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
牧
と
相
坐
は
ど
う
い
う
闘
係
に
あ
る
の
か
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
角
谷
常
子
氏
が
「
二

年
律
令
」
に
基
づ
き
指
摘
し
た
よ
う
に
、
相
坐
と
は
連
坐
者
に
下
さ
れ
る
刑
罰
の
こ
と
で
あ
り
、
牧
は
犯
罪
者
本
人
に
下
さ
れ
る
刑
罰
の
こ
と

(
7
)
 

で
あ
る
。
従
っ
て
牧
は
連
坐
の
定
義
か
ら
は
外
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
牧
が
連
坐
に
近
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も

ま
た
確
か
で
あ
る
。
ま
た
政
は
一
貫
し
て
縁
坐
制
の
一
環
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
縁
坐
制
を
論
じ
る
に
あ
た
り
回
避
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

故
に
以
下
で
は
縁
坐
と
牧
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

〆'ーー、、、

一
¥ーーノ

tゑ

坐

縁
坐
に
閲
し
て
「
二
年
律
令
」
に
は
次
の
二
僚
が
あ
る
。

ァ
.
以
城
邑
亭
障
反
、
降
諸
侯
、
及
守
乗
城
亭
障
、
諸
侯
人
来
攻
盗
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
比
白
要
(
腰
)
斬
。
其
父

母
・
妻
子
・
同
産
、
無
少
長
皆
棄
市
。
其
坐
謀
反
者
、
能
偏
(
偏
)
捕
、
若
先
告
吏
、
皆
除
坐
者
罪
。
(
「
二
年
律
令
」

一
一
一
)
(
城
巴
や
亭

3 

障
ご
と
叛
い
て
諸
侯
に
投
降
し
た
者
、
及
び
城
や
亭
障
を
守
備
し
て
い
る
時
に
、
諸
侯
園
の
人
が
攻
撃
や
掠
奪
を
し
て
き
た
場
合
、
堅
守
せ
ず
に
放
棄
し

た
者
、
も
し
く
は
投
降
し
た
者
、
及
び
謀
反
し
た
者
は
、
み
な
腰
斬
。
そ
の
父
母
・
妻
子
・
同
産
は
、
年
齢
に
闘
わ
り
な
く
み
な
棄
市
。
謀
反
に
連
坐
さ

せ
ら
れ
る
者
が
全
員
を
捕
え
た
場
合
、
も
し
く
は
先
に
吏
に
告
し
た
場
合
は
、
み
な
連
坐
者
の
罪
を
兎
除
す
る
。
)

ィ
.
劫
人
・
謀
劫
人
求
銭
財
、
難
未
得
若
未
劫
、
皆
様
之
。
完
其
妻
子
、
以
篇
城
旦
春
。
其
妻
子
宮
坐
者
偏
(
偏
)
捕
、
若
告
吏
、
吏
捕
得

之
、
皆
除
坐
者
罪
。
(
「
二
年
律
令
」
六
八
|
六
九
)
(
人
を
誘
拐
し
て
銭
財
を
要
求
し
た
り
、
そ
れ
を
謀
っ
た
り
す
れ
ば
、
ま
だ
手
に
入
れ
て
い
な
い
、

も
し
く
は
ま
だ
誘
拐
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
み
な
様
。
そ
の
妻
子
は
完
し
て
城
旦
春
と
す
る
。
そ
の
妻
子
の
連
坐
す
べ
き
者
が
全
員
を
捕
え
た
場

合
、
も
し
く
は
吏
に
告
し
て
、
吏
が
捕
え
た
場
合
は
、
み
な
連
坐
者
の
罪
を
克
除
す
る
。
)

ア
は
、
投
降
・
謀
反
な
ど
を
し
た
場
合
、
本
人
に
は
腰
斬
、
父
母
・
妻
子
(
妻
と
子
女
)
・
同
産
(
兄
弟
姉
妹
)
に
は
棄
市
を
科
す
こ
と
を
定
め

3 

た
も
の
で
あ
る
。
典
籍
史
料
に
基
づ
け
ば
漢
代
の
族
刑
は
大
逆
不
遁
の
場
合
に
科
さ
れ
、
主
犯
は
腰
斬
、
そ
の
父
母
・
妻
子
・
同
産
は
棄
市
さ



4 

(
8
)
 

れ
る
。

ア
と
の
整
合
性
は
か
な
り
高
い
た
め
、

ア
は
漢
代
の
族
刑
が
依
援
し
た
律
丈
の
一
っ
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
縁
坐
が
全
て
族
刑
、
則

ち
父
母
・
妻
子
・
同
産
三
族
を
比
自
訴
す
る
刑
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
イ
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
罪
賦
が
劫
人
の
場
合
、
連
坐
者
に
下

さ
れ
る
の
は
死
刑
で
は
な
く
完
城
旦
春
刑
で
あ
る
。
し
か
も
連
坐
者
は
妻
子
の
み
で
あ
り
、
父
母
・
同
産
に
は
及
ば
な
い
。
こ
の
二
僚
に
よ
り
、

連
坐
の
燦
件
、
範
園
、
量
刑
な
ど
が
い
ず
れ
も
個
別
の
律
丈
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
連
坐
と
な
る
の
は
犯
罪
行
篇
が
重
大
な
場
合
、

則
ち
少
な
く
と
も
主
犯
が
死
罪
以
上
の
罪
に
首
た
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
罪
の
重
さ
に
よ
っ
て
連
坐
者
の
範
園
や
刑

罰
に
は
等
級
が
あ
る
。
反
逆
罪
で
な
い
場
合
は
族
刑
に
ま
で
至
ら
な
い
だ
ろ
う
。

縁
坐
に
閲
し
て
の
史
料
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

諸
も
ろ
の
有
罪
、
死
罪
よ
り
以
上
は
、
皆
父
母
・
妻
子
・
同
産
に
運
ぶ
。
(
『
墨
子
」
披
令
)

敵
に
時
す
る
者
は
父
母
・
妻
子
・
同
士
庄
皆
車
裂
す
。
(
『
墨
子
」
競
令
)

4 

若
し
城
を
以
て
外
の
矯
に
謀
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
父
母
・
妻
子
・
同
産
比
白
断
ず
。
(
『
墨
子
』
披
令
)

禁
ず
る
に
矢
書
を
畢
げ
、
若
し
く
は
書
を
以
て
冠
に
射
る
を
得
る
こ
と
な
か
れ
。
令
を
犯
す
者
の
父
母
・
妻
子
は
皆
断
じ
、
身
を
城
上
に

長
す
。
(
『
墨
子
』
競
令
)

私
怨
を
以
て
城
若
し
く
は
吏
事
を
害
す
る
者
有
れ
ば
、
父
母
・
妻
子
皆
断
、
ず
。
其
の
城
を
以
て
外
の
震
に
謀
る
者
は
三
族
す
。
(
『
墨
子
』

続
令
)

卒
将
吏
に
後
れ
て
大
将
の
所
に
至
る
こ
と
一
日
な
れ
ば
、
父
母
・
妻
子
蓋
く
罪
を
同
じ
く
す
。
卒
逃
れ
蹄
り
て
家
に
至
る
こ
と
一
日
、

父
母
・
妻
子
捕
執
せ
ず
、
及
び
言
わ
ざ
れ
ば
、
亦
罪
を
同
じ
く
す
。
(
『
尉
僚
子
』
兵
令
)

図
去
其
署
者
身
斬
、
父
母
・
妻
子
罪
図
(
銀
雀
山
「
守
法
守
令
」
七
八
七
)
(
:
:
:
そ
の
持
ち
場
を
離
れ
れ
ば
身
を
斬
し
、
父
母
・
妻
子
は
罪
:
:
:
)

図
有
法
、
父
母
・
妻
子
輿
其
身
同
罪
。
(
銀
雀
山
「
守
法
守
令
」
七
八
八
)
(
:
:
:
有
法
、
父
母
・
妻
子
は
そ
の
身
と
同
罪
。
)

こ
れ
ら
は
秦
漢
時
代
の
現
行
法
で
は
な
く
軍
法
の
性
格
を
も
備
え
て
い
る
が
、
縁
坐
が
個
別
の
律
丈
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
貼
に



お
い
て
参
考
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
父
母
・
妻
子
・
同
産
を
死
罪
と
す
る
連
坐
が
時
敵
・
通
敵
と
い
っ
た
反
逆
罪
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

上
述
の
分
析
の
傍
詮
と
な
ろ
う
。
更
に
「
父
母
・
妻
子
」
と
い
う
連
坐
範
固
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
掲
し
た
「
二

年
律
令
」
に
は
妻
子
と
父
母
・
妻
子
・
同
産
と
い
う
二
つ
の
連
坐
範
固
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
基
づ
け
ば
父
母
・
妻
子
と
い
う
範
園
が
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。
妻
子
は
父
母
よ
り
、
父
母
は
同
産
よ
り
親
し
い
聞
係
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、
同
産
が
連
坐
を
克
れ
、
父
母
・
妻
子
の

み
が
連
坐
と
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
父
母
は
連
坐
す
る
が
妻
子
は
連
坐
し
な
い
、
も
し
く
は
同
産
は
連
坐
す
る
が
父
母
は
連
坐
し
な
い
、
と

い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
妻
子
、
父
母
・
妻
子
、
父
母
・
妻
子
・
同
産
と
い
う
同
心
固
肢
に
麿
が
る
連
坐
範
園

は
、
親
族
関
係
に
釘
す
る
認
識
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

( 

'-' 

~)I: 

罪
人
完
城
日
一
・
鬼
薪
以
上
、
及
坐
好
府
(
腐
)
者
、
皆
牧
其
妻
子
・
財
・
田
・
宅
。
其
子
有
妻
・
夫
、
若
矯
戸
・
有
爵
、
及
年
十
七
以
上
、

5 

牧
に
つ
い
て
「
二
年
律
令
」
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

若
話
人
妻
而
棄
・
寡
者
、
皆
勿
枚
。
(
「
二
年
律
令
」

一
七
四
ー
一
七
五
)
(
罪
人
の
完
城
H
了
鬼
薪
以
上
の
者
、
及
び
好
罪
に
問
わ
れ
て
宮
刑
と
さ
れ

た
者
は
、
み
な
そ
の
妻
子
・
財
・
同
・
宅
を
浸
牧
す
る
。
そ
の
子
が
妻
・
夫
を
持
つ
、
も
し
く
は
戸
主
で
あ
る
、
再
を
有
す
る
、
及
び
年
齢
が
十
七
以
上

で
あ
る
、
も
し
く
は
人
の
妻
と
な
っ
た
が
離
縁
さ
れ
た
り
寡
婦
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
場
合
は
、
み
な
筏
牧
し
な
い
0
)

縁
坐
は
個
別
に
規
定
さ
れ
る
の
に
封
し
、
牧
は
こ
の
よ
う
に
総
則
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
完
城
日
一
・
鬼
薪
以
上
の
罪
を
犯
せ
ば
、

そ
の
妻
子
は
財
産
・
田
宅
と
共
に
犯
罪
者
の
所
有
物
と
し
て
浸
牧
さ
れ
る
が
、
成
年
と
な
っ
て
い
る
子
は
所
有
物
と
な
ら
ず
、
年
齢
・
婚
姻
・

爵
位
・
戸
籍
な
ど
は
全
て
成
年
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
基
準
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
規
定
は
犯
罪
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、

(
日
)

蝦
に
犯
罪
者
が
女
性
で
あ
れ
ば
そ
の
夫
・
子
は
所
有
物
と
し
て
浸
牧
さ
れ
な
い
。

戸υ 

牧
に
関
す
る
研
究
に
は
蓄
積
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
更
に
補
充
し
て
お
き
た
い
貼
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
主
犯
の
死
亡
と
牧
の
閥
係
で
あ
り
、
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も
う
一
つ
は
室
人
と
牧
の
闘
係
で
あ
る
。
冨
谷
至
氏
は
次
の
史
料
を
根
擦
に
、
主
把
死
亡
後
の
告
訴
は
無
殺
で
あ
り
、
従
っ
て
牧
も
適
用
さ
れ

な
い
と
し
て
い
る
。

甲
殺
人
、
不
覚
。
今
甲
病
死
己
葬
、
人
乃
後
告
甲
、
甲
殺
人
審
、
間
甲
首
論
及
収
不
昔
。
告
不
悪
。
(
「
法
律
答
問
」
六
八
)
(
甲
が
人
を
殺
し
、

後
貸
し
な
か
っ
た
。
い
ま
甲
が
病
死
し
肢
に
埋
葬
さ
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
人
は
甲
を
告
し
た
。
甲
が
殺
人
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
問
、
っ
、
甲
は
論

断
及
び
浸
牧
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
。
告
訴
は
受
理
し
な
い
0
)

し
か
し
最
密
に
は
、
殺
人
者
の
甲
は
死
亡
し
た
だ
け
で
は
な
く
肢
に
埋
葬
さ
れ
た
と
も
あ
り
、
そ
も
そ
も
告
訴
を
無
数
化
さ
せ
る
僚
件
が
死
亡

で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
埋
葬
で
あ
っ
た
の
か
は
な
お
検
討
の
絵
地
が
あ
る
。
耶
義
田
氏
は
「
夫
死
し
未
だ
葬
ら
ざ
れ
ば
、
法
に
嫁
ぐ
を
許

(
凶
)

す
無
か
れ
」
(
『
太
平
御
覧
』
巻
六
四
O
)
と
い
う
例
に
よ
り
、
人
間
関
係
が
埋
葬
を
以
て
終
需
す
る
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
葬

儀
を
重
覗
す
る
と
い
う
儀
櫨
的
な
考
え
方
が
、
あ
る
場
合
に
は
法
律
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
従
っ
て
こ
の
「
巳
葬
」
も
車

に
附
け
足
さ
れ
た
だ
け
の
言
葉
な
の
で
は
な
く
、
主
把
が
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
を
以
て
始
め
て
そ
の
妻
子
が
牧
を
克
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
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だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
緯
す
れ
ば
従
来
理
解
し
難
か
っ
た
次
の
答
問
に
も
解
決
の
糸
口
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

或
自
殺
、
其
室
人
弗
言
吏
、
即
葬
狸
(
埋
)
之
。
問
死
者
有
妻
子
宮
敗
。
弗
言
而
葬
、
首
賀
一
甲
。
(
「
法
律
答
問
」
七
七
)
(
あ
る
者
が
自
殺

し
た
。
そ
の
室
人
は
吏
に
報
告
せ
ず
、
そ
れ
を
埋
葬
し
た
。
訊
問
す
る
と
死
者
に
は
浸
牧
す
べ
き
妻
子
が
い
る
。
報
告
な
く
埋
葬
し
た
の
は
、
質
一
甲
に

嘗
た
る
。
)

こ
の
答
聞
の
結
論
と
し
て
は
「
貴
一
甲
」
と
い
う
罰
が
下
さ
れ
る
が
、
誰
に
釘
し
て
下
さ
れ
た
の
か
、
な
ぜ
下
さ
れ
た
の
か
が
不
明
瞭
で
あ
っ

た
。
ま
ず
明
ら
か
に
す
べ
き
な
の
は
「
牧
」
の
意
味
で
あ
る
。
整
理
者
は
こ
れ
を
「
死
瞳
の
牧
容
」
と
課
し
て
お
り
、
「
死
者
有
妻
子
宮
牧
」

を
「
死
者
の
妻
子
は
死
瞳
を
取
容
す
べ
き
だ
」
と
解
し
て
い
る
。
従
っ
て
本
僚
の
慮
罰
釘
象
、
則
ち
「
弗
言
而
葬
」
を
し
た
者
は
妻
子
に
な
る
。

し
か
し
上
掲
の
説
に
よ
れ
ば
紛
れ
も
な
く
牧
は
刑
罰
と
し
て
の
浸
牧
を
指
し
て
い
る
。
よ
っ
て
「
死
者
有
妻
子
首
牧
」
が
埋
葬
と
は
関
係
な
い

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
「
葬
埋
之
」
の
主
語
は
室
人
で
あ
る
か
ら
、
ぃ
庭
罰
封
象
と
な
っ
た
「
弗
ヨ
一
口
而
葬
」
を
し
た
の
も
妻
子
で
は
な
く
室
人
な



の
で
あ
る
。

「
封
診
式
」
六
三
七
二
の
「
経
死
」
に
よ
る
と
、
自
殺
の
場
合
に
は
通
報
の
義
務
が
あ
り
、
ま
た
自
殺
の
原
因
に
つ
い
て
調
査
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
故
に
自
殺
者
を
「
弗
言
而
葬
」
し
た
行
潟
は
「
賞
一
甲
」
に
庭
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
室
人
が
法
律
を
犯
し
て
ま
で
も
敢
え
て

「
弗
言
而
葬
」
し
た
動
機
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
更
に
言
え
ば
な
ぜ
死
者
は
自
殺
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
死
者
有
妻
子
宮
阪
」
か
ら
判
断
す
れ

ば
、
明
ら
か
に
死
者
は
完
城
日
了
鬼
薪
以
上
の
罪
を
犯
し
た
者
で
あ
る
。
冨
谷
氏
は
主
犯
が
裁
判
前
に
自
殺
す
れ
ば
、
縁
坐
は
克
除
さ
れ
る
こ

と
が
漢
代
に
お
け
る
自
殺
の
一
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
従
っ
て
「
法
律
答
問
」
七
七
の
死
者
も
そ
の
妻
子
を
守
る
た
め

に
自
殺
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
上
述
の
よ
う
に
秦
律
で
は
埋
葬
し
て
始
め
て
法
律
責
任
を
克
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
室
人
が
密
か
に
死
者
を
埋
葬
し
た
の
は
、
ま
さ
に
早
々
に
牧
の
克
除
候
件
を
満
た
す
た
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
自
殺

し
た
こ
と
を
通
報
す
れ
ば
す
ぐ
に
は
埋
葬
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
自
殺
の
原
因
、
則
ち
死
者
の
犯
行
や
連
坐
す
べ
き
家
族
が

い
る
こ
と
も
明
る
み
に
出
て
し
ま
い
、
死
者
の
犠
牲
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
。
裏
を
返
せ
ば
、
自
殺
の
通
報
・
調
査
や
「
弗
言
而
葬
」
の
懲
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罰
に
闘
す
る
規
定
に
は
牧
を
逃
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
目
的
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
な
ぜ
「
弗
言
而
葬
」
の

案
件
に
お
い
て
「
死
者
有
妻
子
首
牧
」
と
い
う
こ
と
も
調
査
さ
れ
解
明
さ
れ
た
の
か
が
納
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
収
の
克
除
に
閲
し
て
は
埋
葬
を
必
要
保
件
と
し
な
い
律
丈
も
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

+
保
子
以
上
未
獄
而
死
若
己
葬
、
而
諦
(
甫
)
告
之
、
亦
不
首
謀
治
、
勿
枚
、
皆
如
家
罪
。
(
「
法
律
答
問
」

一
O
七
)
(
藻
子
以
上
が
ま
だ
訴
訟

の
起
き
て
い
な
い
う
ち
に
死
亡
、
も
し
く
は
既
に
埋
葬
さ
れ
て
か
ら
、
始
め
て
こ
れ
を
告
し
で
も
、
審
理
す
べ
き
で
は
な
く
、
浸
牧
し
で
も
な
ら
ず
、
み

な
家
罪
の
よ
う
に
廃
す
る
o
)

と
あ
る
よ
う
に
、
夜
子
以
上
は
死
亡
し
た
だ
け
で
も
法
律
責
任
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
孫
子
以
上
に
限
定
さ
れ
た
規
定

で
あ
り
、
恐
ら
く
謀
子
以
上
の
身
分
を
持
つ
人
に
封
す
る
優
遇
措
置
だ
ろ
う
。
わ
ざ
わ
ざ
「
己
葬
」
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
孫
子
以
上
で
は

7 

な
い
場
合
に
は
巳
葬
を
篠
件
と
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
お
「
皆
如
家
罪
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
所
謂
「
家
罪
」
も
同
様
に
扱
わ
れ



8 

る

可
(
何
)
謂
家
罪
。
家
罪
者
、
父
殺
傷
人
及
奴
妾
、
父
死
而
告
之
、
勿
治
o

(

「
法
律
谷
間
」

一
O
六
)
(
家
罪
と
は
何
か
。
家
罪
と
は
、
父
が
人

ま
た
は
奴
妾
を
殺
し
た
り
傷
つ
け
た
り
し
、
父
が
死
亡
し
て
か
ら
そ
れ
を
告
し
で
も
審
理
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
)

可
(
何
)
謂
家
罪
。
父
子
同
居
、
殺
傷
父
臣
妾
・
畜
産
及
盗
之
、
父
己
死
、
或
告
、
勿
聴
、
是
胃
(
調
印
)
家
罪
。
(
「
法
律
答
問
」

一
O
八
)

(
家
罪
と
は
何
か
。
父
子
が
同
居
し
、
子
が
父
の
臣
妾
・
畜
産
を
殺
し
た
り
傷
つ
け
た
り
し
た
場
合
、
及
び
こ
れ
を
絞
ん
だ
場
合
、
父
が
既
に
死
亡
し
て

い
る
な
ら
ば
、
誰
か
が
告
し
で
も
受
理
し
な
い
。
こ
れ
を
家
罪
と
い
う
o
)

(
日
)

家
罪
に
は
、
父
が
子
・
奴
蝉
の
生
命
権
を
侵
害
す
る
、
及
び
同
居
の
子
が
父
の
財
産
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
二
つ
の
情
況
が
含
ま
れ
、

い
ず
れ

も
父
親
が
死
亡
し
た
後
の
告
訴
は
受
理
さ
れ
な
い
。

つ
ま
り
一
般
に
は
主
犯
が
埋
葬
さ
れ
る
ま
で
を
責
任
追
及
期
限
と
す
る
が
、
主
犯
が
謀
子

以
上
の
身
分
で
あ
る
場
合
、
も
し
く
は
家
罪
の
場
合
に
お
い
て
は
主
犯
が
死
亡
す
る
ま
で
を
責
任
追
及
期
限
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
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ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
今
な
お
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。

最
後
に
室
人
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
こ
う
。
睡
虎
地
秦
律
の
公
表
以
来
、
室
人
の
定
義
は
難
解
な
謎
と
し
て
議
論
の
的
と
な
っ
て
き
た
。
近

(ロ)

年
、
角
谷
氏
と
鈴
木
直
美
氏
は
版
制
に
閲
す
る
研
究
に
基
づ
き
、
肢
の
範
園
は
則
ち
室
人
の
範
固
な
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
室

人
と
は
夫
婦
と
未
成
年
子
女
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
男
性
に
と
っ
て
は
妻
子
に
相
首
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
雨
氏
の
説
の
根
擦
は

一
室
蓋
首
坐
罪
人
之
謂
殴
(
也
)
(
室
人
と
は
一
室
全
て
罪
人
に
連
坐
す
べ
き
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
)
」
と

「
法
律
答
問
」
二

O
一

「
-
室
入
者
、

い
う
候
文
だ
が
、

し
か
し
「
首
坐
罪
人
」
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か
に
室
人
は
坐
の
範
固
で
あ
り
、
牧
の
範
園
で
は
な
い
。
角
谷
氏
自
身
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
牧
と
坐
は
明
瞭
に
匝
別
さ
れ
て
お
り
、
室
人
の
定
義
を
牧
に
よ
り
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
睡
虎
地

「
白
書
」
甲
種
六
三
正
に
は
「
室
人
妻
子
父
母
分
離
」
と
あ
り
、
妻
子
と
併
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
室
人
が
妻
子
に
相
官
す
る
と
は
考
え
難
い
。

更
に
前
掲
し
た
「
法
律
答
問
」
七
七
で
も
室
人
と
妻
子
は
併
記
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
妻
子
が
牧
の
針
象
で
あ
る
の
に
封
し
室
人
は
賞

一
甲
と
い
う
罰
の
釘
象
で
あ
る
。
も
し
室
人
が
妻
子
で
あ
れ
ば
、
賞
一
甲
は
誰
に
科
せ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
秦
律
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
妻
子



(
日
)

を
同
時
に
牧
と
賞
一
甲
に
廃
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
室
人
が
妻
子
よ
り
賢
い
範
園
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
室
人
の
問
題
に
つ

い
て
は
後
で
も
う
一
度
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

伍

人

の

連

坐

五
を
単
位
と
し
て
淳
一
帯
責
任
を
負
わ
せ
る
伍
制
は
軍
隊
に
起
源
を
持
ち
、
そ
の
後
、
民
里
や
市
躍
に
も
及
ほ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
里

の
伍
制
を
討
論
す
る
に
は
、
睡
虎
地
秦
簡
は
言
、
つ
ま
で
も
な
く
近
年
公
表
さ
れ
た
里
耶
秦
簡
を
も
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
は
伍

の
意
義
に
つ
い
て
睡
虎
地
秦
簡
に
次
の
よ
う
な
解
稗
が
あ
る
の
を
見
て
み
た
い
。

可
(
何
)
謂
「
四
都
」
。
「
四
都
」
即
伍
人
謂
殴
(
也
)

0

(

「
法
律
答
問
」
九
九
)
(
四
都
と
は
何
か
。
四
溺
と
は
即
ち
伍
人
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ

る
0
)

9 

池
田
雄
一
氏
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
伍
は
中
心
の
家
と
そ
の
四
方
の
家
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
固
定
し
た
組
織
で
は
な
く
、
従
っ
て
伍
長
の
存
在
も

(

比

)

(

民

)

あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
里
耶
の
戸
籍
闘
係
簡
に
は
伍
長
と
な
る
戸
が
注
記
さ
れ
て
あ
り
、
そ
こ
か
ら
伍
が
決
ま
つ

た
五
戸
を
纏
め
た
固
定
し
た
組
織
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
所
属
の
戸
を
除
く
同
伍
の
他
の
四
戸
を
伍
人
ま
た
は
四
都
と
謂
う
の
だ
ろ
う
。

ま
た
全
て
の
戸
が
伍
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

一
般
に
、
睡
虎
地
秦
律
に
お
い
て
大
夫
は
伍
へ
の
編
入
を
克
れ
て
い
る
が
、

張
家
山
漢
律
の
時
代
に
な
る
と
五
大
夫
以
下
は
伍
に
編
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
根
擦
と
さ
れ
て
い
る
睡
虎

地
秦
律
の
解
轄
に
は
問
題
が
あ
る
。

大
夫
寡
、
首
伍
及
人
不
昔
。
不
昔
。
(
「
法
律
答
間
」

一
五
六
)
(
大
夫
寡
は
、
他
人
と
伍
を
編
成
す
べ
き
か
否
か
。
す
べ
き
で
は
な
い
o
)

整
理
者
は
「
大
夫
寡
」
を
「
大
夫
は
数
が
少
な
い
」
と
課
し
て
い
る
が
、
少
な
い
と
い
う
解
耀
は
「
法
律
答
問
」
の
性
質
か
ら
す
れ
ば
考
え
難

い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
慮
置
方
法
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
客
観
的
事
賓
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
客
観
的
事
賓
に
釘
し
て
如
何
に
慮

9 

置
す
べ
き
か
を
問
う
の
で
あ
る
。
答
問
の
設
問
者
と
回
答
者
は
立
法
者
で
は
な
い
た
め
、
少
な
い
と
い
っ
た
主
観
的
な
状
態
叙
述
は
判
断
に
影
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響
す
る
僚
件
と
は
な
り
え
な
い
。
従
っ
て
「
大
夫
寡
」
に
つ
い
て
は
別
の
解
稗
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
里
耶
秦
簡
を
見
て
み
る
と
、

(
日
)

「
大
夫
寡
」
は
死
ん
だ
大
夫
の
寡
婦
を
指
し
、
更
に
は
大
夫
の
寡
婦
が
戸
主
と
な
っ
て
い
る
戸
を
も
指
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
つ
ま
り
こ
の

矢
口
聞
は
大
夫
寡
が
戸
主
の
戸
は
伍
に
編
入
さ
れ
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
大
夫
寡
の
戸
は
伍
に
編
入
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
超
え
な
い
が
、
恐
ら
く
大
夫
は
伍
に
編
入
さ
れ
な
い
こ
と
が
律
の
正
文
に
は
定
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
大
夫
寡
が
戸
主
の
場
合
に
大
夫
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
否
か
が
律
の
正
丈
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
た
め
、
答
聞
の
形
式
で
補
充
し

解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
大
夫
が
伍
に
編
入
さ
れ
な
い
と
い
う
貼
で
は
、
従
来
の
見
解
と
異
路
同
蹄
で
あ
る
。

さ
て
、
伍
人
の
連
坐
制
と
言
え
ば
ま
ず
商
映
の
嬰
法
が
想
起
さ
れ
る
。

民
を
し
て
什
伍
を
矯
さ
し
め
、
相
い
牧
司
し
て
連
坐
せ
し
む
。
姦
を
告
せ
ざ
る
者
は
腰
斬
、
姦
を
告
す
る
者
は
敵
首
を
斬
す
る
と
賞
を
同

じ
く
す
。
姦
を
匿
す
者
は
敵
に
降
る
と
罰
を
同
じ
く
す
。
(
『
史
記
』
商
君
列
惇
)

10 

公
孫
鞍
の
秦
を
治
む
る
や
、
告
し
て
相
坐
す
る
を
設
け
て
そ
の
賓
を
責
め
、
什
伍
を
連
ね
て
其
の
罪
を
同
じ
く
す
。
(
『
韓
非
下
』
定
法
)

連
坐
の
範
園
は
伍
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
什
に
ま
で
達
し
、
連
坐
者
は
腰
斬
ま
た
は
犯
罪
者
と
同
罪
に
庭
せ
ら
れ
る
過
酷
な
連
坐
制
だ
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
。
し
か
し
秦
漢
律
の
中
に
は
民
里
に
お
け
る
什
の
存
在
は
見
首
た
ら
ず
、
連
坐
者
に
下
さ
れ
る
刑
罰
も
必
ず
し
も
腰
斬
ま
た
は
同
罪

に
限
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
商
鞍
の
嬰
法
か
ら
睡
虎
地
・
張
家
山
律
に
至
る
聞
に
連
坐
制
に
嬰
化
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は

雨
者
の
差
異
に
注
意
し
な
が
ら
秦
漠
律
に
基
づ
き
伍
連
坐
制
の
規
定
や
性
格
を
解
明
し
た
い
。

民
里
に
お
け
る
伍
人
の
連
坐
を
定
め
る
律
に
は
次
の
二
候
が
あ
る
。

ァ
.
・
百
姓
不
首
老
、
至
老
時
不
用
請
、
敢
馬
酢
(
詐
)
偶
者
、
賞
二
甲
。
典
・
老
弗
告
、
賞
各
一
甲
。
伍
人
、
戸
一
盾
。
皆
巷
(
遷
)
之
。

(
「
秦
律
雑
抄
」
一
二
二
三
二
二
)
(
百
姓
で
老
に
該
蛍
し
な
か
っ
た
場
合
、
老
に
な
っ
た
が
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
敢
え
て
康
備
を
な
し
た
者
に
は
、
質

二
甲
。
典
・
老
が
告
さ
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
一
甲
。
伍
人
は
、
戸
ご
と
に
一
盾
。
み
な
遷
に
庭
す
る
o
)

ィ
.
盗
鋳
銭
及
佐
者
、
棄
市
。
同
居
不
告
、
蹟
耐
。
正
・
典
・
田
典
・
伍
人
不
告
、
罰
金
四
雨
。
或
頗
昔
、
皆
相
除
。
(
「
二
年
律
令
」
二
O



一
)
(
不
正
に
銭
を
鋳
造
す
る
、
及
び
そ
れ
を
助
け
た
者
は
、
棄
市
。
同
居
が
告
さ
な
か
っ
た
ら
、
蹟
耐
。
正
・
曲
ハ
・
田
典
・
伍
人
が
告
さ
な
か
っ
た
ら
、

罰
金
四
雨
。

一
部
を
告
し
た
者
が
い
た
ら
、
み
な
兎
除
す
る
。
)

参
考
ま
で
に
軍
隊
と
市
埠
に
お
け
る
伍
人
の
連
坐
を
定
め
る
律
も
奉
げ
る
。

ゥ
.
戦
死
事
不
出
(
屈
)
、
論
其
後
。
有
(
又
)
後
察
不
死
、
奪
後
爵
。
除
伍
人
。
(
「
泰
律
雑
抄
」
一
一
一
七
)
(
戦
争
に
お
い
て
公
務
の
た
め
に
死
亡

し
屈
服
し
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
後
継
者
の
筒
位
を
論
断
す
る
。
ま
た
後
で
死
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
測
れ
ば
、
後
鱗
者
の
爵
位
を
奪
、
っ
。
伍
人
は
除

ェ
.
市
販
匿
不
自
占
租
、
坐
所
匿
租
戚
(
臓
)
潟
、
盗
、
浸
入
其
所
販
責
及
買
銭
牒
官
、
奪
之
列
。
列
長
・
伍
人
弗
告
、
罰
金
各
一
斤
。
(
「
二

年
律
令
」
二
六
O
)
(市
で
販
責
す
る
者
が
租
を
四
隠
匿
し
て
自
己
申
告
し
な
け
れ
ば
、
国
隠
匿
し
た
租
は
不
正
に
得
た
財
物
で
あ
る
と
し
て
、
盗
罪
に
問
わ
れ

る
。
商
品
及
ぴ
責
上
金
は
園
家
が
浸
牧
し
、
市
の
列
か
ら
排
除
す
る
。
列
長
・
伍
人
が
告
さ
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
罰
金
一
斤
o
)
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ォ
.
吏
卒
追
逐
者
得
随
出
入
服
遮
窮
迫
捕
:
:
:
盈
五
日
不
反
(
返
)
、
伍
人
弗
言
将
吏
、
持
吏
弗
劾
、
皆
以
越
塞
令
論
之
。
(
「
二
年
律
令
」
四

九
四
四
九
五
)
(
吏
不
で
(
群
盗
・
盗
賊
・
亡
人
を
)
追
跡
す
る
者
は
(
そ
の
)
出
入
し
た
跡
に
よ
っ
て
(
彼
ら
を
)
追
い
つ
め
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
0

・
:
・
五
日
経
つ
で
も
民
ら
な
か
っ
た
時
、
伍
人
が
将
吏
に
言
わ
な
か
っ
た
り
、
防
相
吏
が
劾
さ
な
か
っ
た
り
し
た
ら
、
み
な
越
塞
令
に
よ
っ
て
こ
れ
を

論
断
す
る
o
)

(
口
)

な
お
次
の
カ
は
伍
長
を
封
象
と
し
て
お
り
、
伍
人
の
連
坐
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
キ
も
「
知
」
を
候
件
と
し
て
翠
げ
て
い
る
た
め
、
本
稿

で
の
連
坐
の
定
義
に
は
合
致
し
な
い
が
、
共
に
伍
人
の
連
坐
に
類
似
し
た
例
で
あ
る
の
で
、
車
げ
て
お
く
。

ヵ
.
買
市
居
列
者
及
官
府
之
吏
、
母
敢
揮
行
銭
・
布
。
揮
行
銭
・
布
者
、
列
・
伍
長
弗
告
、
吏
循
之
不
謹
、
皆
有
罪
。
(
「
秦
律
十
人
種
」
六

八
)
(
市
で
列
に
い
る
者
、
及
び
官
府
の
吏
は
、
敢
え
て
行
銭
・
布
を
選
ん
で
は
な
ら
な
い
。
行
銭
・
布
を
選
ぶ
者
を
、
列
・
伍
長
が
告
さ
な
か
っ
た
場
合
、

吏
が
巡
察
す
る
際
に
用
心
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
み
な
有
罪
。
)

11 

キ
.
・
軍
新
論
攻
城
。
城
陪
、
向
有
棲
未
到
戟
所
、
告
日
戦
園
以
折
亡
、
良
(
偲
)
者
、
耐
。
敦
(
屯
)
長
・
什
伍
智
(
知
)
弗
告
、
賞
一
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甲
。
伍
二
甲
。
(
「
秦
律
雑
抄
」
一
一
一
五
一
一
一
六
)
(
新
た
に
軍
隊
の
攻
城
に
お
け
る
功
過
を
論
断
す
る
。
城
が
陥
落
し
た
時
、
遅
れ
て
ま
だ
戦
場
に
到
達
し

て
い
な
か
っ
た
者
で
、
申
告
す
る
際
に
周
り
で
戦
っ
て
逃
亡
を
防
い
で
い
た
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
係
り
だ
っ
た
者
は
、
耐
。
屯
長
・
什
伍
が
知
り
な
が
ら

告
さ
な
か
っ
た
ら
、
賞
一
甲
。
伍
は
二
甲
o
)

(
間
)

こ
れ
ら
伍
人
の
連
坐
に
関
す
る
律
丈
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
伍
人
が
慮
罰
さ
れ
る
原
因
は
「
弗
告
」
に
あ
る
。
前
掲
し
た
縁
坐
も
告

す
る
こ
と
に
よ
り
克
除
さ
れ
る
が
、
雨
者
の
毅
遠
方
法
に
は
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。
縁
坐
で
は
連
坐
の
前
提
候
件
は
一
つ
も
奉
げ
ら
れ
な

ぃ
。
親
族
で
あ
る
と
い
う
立
場
そ
の
も
の
が
慮
罰
の
原
因
で
あ
り
、
そ
の
附
帯
候
項
と
し
て
罰
を
克
れ
る
方
法
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
伍
人
の
連
坐
で
は
「
弗
告
」
と
い
う
不
作
矯
こ
そ
が
連
坐
の
前
提
候
件
と
さ
れ
て
お
り
、
伍
人
は
伍
人
と
い
う
立
場
に
よ
っ
て
庭
罰
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
伍
人
は
犯
罪
の
告
護
を
義
務
附
け
ら
れ
て
お
り
、
連
坐
は
こ
の
義
務
を
怠
る
こ
と
に
封
す
る
懲
罰
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
ウ
に
つ
い
て
整
理
者
は
「
除
伍
人
」
を
「
伍
人
を
慮
罰
す
る
」
と
課
し
て
お
り
、
そ
の
解
轄
に
従
え
ば
伍
人
は
告
の
有
無
に
関
係
な

12 

く
由
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
秦
漢
律
に
お
け
る
用
例
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
「
除
」
字
は
多
く
刑
罰
を
克
除
す
る
意
味
で
使
わ
れ
て

お
り
、
整
理
者
の
解
稗
と
は
正
反
封
の
意
味
で
あ
る
。
賓
は
ウ
の
「
除
伍
人
」
は
次
の
佼
丈
と
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

吏
将
徒
追
求
盗
賊
、
必
伍
之
。
盗
賊
以
短
兵
殺
傷
其
持
及
伍
人
、
而
弗
能
捕
得
、
皆
成
達
二
歳
。
:
:
:
・
死
事
者
、
置
後
如
律
。
(
「
二
年

律
令
」

一
四
一
一
四
一
一
)
(
吏
が
徒
を
率
い
、
盗
賊
を
追
捕
す
る
際
、
必
ず
伍
を
作
る
。
盗
賊
が
短
兵
を
使
っ
て
そ
の
統
率
者
や
伍
人
を
殺
傷
し
た
の
に
、

捕
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、
み
な
成
透
二
歳
。
:
:
:
公
務
の
た
め
に
死
ん
だ
者
は
、
後
継
者
を
法
律
の
規
定
通
り
庭
置
す
る
o
)

こ
の
律
丈
は
死
事
(
公
務
の
た
め
の
死
亡
)
が
費
生
し
た
場
合
に
も
し
伍
人
が
盗
賊
を
捕
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
慮
罰
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

従
っ
て
死
事
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
ら
伍
人
も
刑
罰
か
ら
は
解
放
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、

ウ
は
ま
さ
に
伍
人
の
連
坐
と
い
う
よ

り
も
、
責
任
を
解
く
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
前
述
し
た
原
則
の
例
外
に
は
雷
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
「
弗
告
」
だ
っ
た
伍
人
に
は
ど
の
よ
う
な
慮
罰
が
下
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
奏
議
書
」
案
例
一
七
「
及
除
坐
者
賞
、
賞
巳
入
還
之

(
連
坐
者
の
質
を
克
除
す
る
。
貨
を
岐
に
揚
っ
た
ら
こ
れ
を
返
却
す
る
)
」
に
基
づ
き
、
連
坐
者
は
賀
罪
に
よ
り
連
坐
し
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ



(
叩
)

て
い
る
。
上
掲
候
丈
を
検
詮
す
れ
ば
、
民
里
の
伍
人
の
み
な
ら
ず
軍
隊
と
市
障
の
伍
人
に
封
す
る
庭
罰
に
お
い
て
も
、
刑
罰
不
明
な
オ
・
カ
を

除
い
て
、
確
か
に
財
産
刑
が
科
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
ア
に
は
財
産
刑
の
ほ
か
「
皆
遷
之
」
も
加
え
ら
れ
て
お
り
、
特
殊
な
配
慮
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
更
に
ま
た
犯
罪
者
本
人
に
下
さ
れ
た
刑
罰
と
比
較
し
て
刑
の
重
さ
に
大
い
に
差
が
あ
る
も
の
も
あ
れ
ば
(
イ
て
そ
れ
ほ
ど
差
が

な
い
も
の
も
あ
る
(
ア
)
o

だ
が
い
ず
れ
も
犯
罪
者
本
人
よ
り
軽
い
刑
罰
を
受
け
て
お
り
、
犯
罪
者
と
同
様
に
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
説
は
成
立

し
難
い
。
ま
た
、
伍
人
へ
の
刑
罰
は
戸
を
車
位
と
し
て
行
わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
個
人
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
ア
の
「
伍
人
、
戸
一
盾
」
か
ら
す
れ
ば
、
確
か
に
財
産
刑
は
戸
を
車
位
と
し
て
下
さ
れ
て
お
り
、
戸
中
の
個
人
一
人
一
人
に
及
ん
で
は
い

な
い
。
し
か
し
、
も
し
連
坐
刑
が
財
産
刑
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
戸
長
の
み
が
連
坐
さ
せ
ら
れ
る
の
か
否
か
は
判
断
し
難
い
。

ア
の
「
皆
遷
之
」
は
伍
の
成
員
全
て
を
遺
境
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
を
音
山
味
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
伍
人
の
連
坐
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
備
え
、
如
何
に
認
識
す
べ
き
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
明
す
る
格
好
の
候
文
が
「
法

伍
人
相
告
、
且
以
昨
罪
、
不
審
、
以
所
昨
罪
罪
之
。
有
(
又
)

日
、
不
能
定
罪
人
、
而
告
七
人
、
震
告
不
審
。
今
甲
日
伍
人
乙
賊
殺
人
、

13 

律
答
問
」
に
二
篠
あ
る
。
ま
ず
、

即
執
乙
、
問
不
殺
人
、
甲
言
不
審
、
首
以
告
不
審
論
、
且
以
所
辞
。
以
所
昨
論
首
殴
(
也
)

0

(

「
法
律
答
問
」
九
六
|
九
七
)
(
伍
人
が
互
い
に

告
し
、
罪
を
避
け
よ
う
と
し
た
場
令
、
不
正
確
で
あ
れ
ば
、
避
け
よ
う
と
し
た
罪
を
そ
の
罪
と
す
る
。
ま
た
、
罪
人
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
別
の
人

聞
を
告
し
た
場
合
、
告
不
審
と
す
る
。
い
ま
甲
は
そ
の
伍
人
の
乙
が
人
を
賊
殺
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
す
ぐ
に
乙
を
捕
え
て
訊
問
し
た
と
こ
ろ
、
人
を

殺
し
て
お
ら
ず
、
甲
の
言
う
こ
と
は
不
正
確
で
あ
っ
た
。
告
不
審
で
論
断
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
避
け
よ
う
と
し
た
罪
で
論
断
す
べ
き
か
。
避
け
よ
う
と

し
た
罪
で
論
断
す
る
の
が
安
省
で
あ
る
o
)

一
般
的
に
は
、
故
意
に
よ
ら
ず
不
正
確
な
告
護
を
し
た
場
合
は
「
告
不
審
」
(
告
設
が
不
正
確
)
と
い
う
罪
に
嘗
た
り
、
告

(
却
)

し
た
罪
よ
り
一
等
減
刑
し
た
罪
で
庭
罰
さ
れ
る
。
た
だ
し
本
候
に
よ
れ
ば
、
伍
人
の
告
不
審
に
針
し
て
は
特
別
な
規
定
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

に
つ
い
て
論
じ
る
。

13 

「
所
昨
罪
」
を
以
て
罪
と
す
る
と
あ
る
。
上
述
の
と
お
り
伍
人
に
は
告
震
の
義
務
が
あ
り
、
告
護
し
な
い
と
連
坐
さ
せ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
「
伍
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人
相
告
、
且
以
昨
罪
」
と
は
伍
人
が
連
坐
を
克
れ
る
た
め
に
告
護
す
る
こ
と
を
遮
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
所
昨
罪
」
と
は
弗
告
に
よ
る
連
坐

罪
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。

伍
人
の
告
護
が
不
正
確
だ
っ
た
場
合
、
告
不
審
で
は
な
く
所
昨
罪
で
庭
罰
す
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
ま
た
刑
罰
白
躍
に
は
ど
の
よ
う
な
差
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
候
文
に
言
う
殺
人
事
件
で
の
所
昨
罪
が
何
で
あ
る
の
か
は
知
る
術
が
な
い
の
で
、
イ
の
盗
鐘
銭
を
例
と
し
て
考
え
て

み
よ
う
。
伍
人
を
告
不
審
で
論
罪
し
た
場
合
、
主
犯
の
棄
市
よ
り
一
等
減
刑
し
た
鞍
馬
城
旦
春
に
庭
す
る
。
こ
れ
に
封
し
所
昨
罪
で
論
罪
し
た

場
合
は
連
坐
す
る
伍
人
に
下
す
べ
き
罰
金
四
雨
に
慮
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
差
は
著
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
伍
人
を
所
昨
罪
で
論
罪

一
般
人
は
確
た
る
誼
擦
を
掴
ん
だ
場
合
に
限
り
告
護
す
る
の
に
封
し
、

伍
人
は
告
護
し
な
い
と
連
坐
と
な
る
た
め
積
極
的
に
告
護
を
行
い
、
従
っ
て
告
不
審
と
な
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
伍

す
る
こ
と
は
罰
を
軽
く
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
背
景
と
し
て
、

人
の
告
護
は
他
人
を
罪
に
陥
れ
る
た
め
で
は
な
く
自
己
保
全
を
目
し
て
い
る
が
ゆ
え
、
告
不
審
に
封
し
て
は
比
較
的
寛
容
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

い
だ
ろ
、
っ
。
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伍
人
の
連
坐
に
強
制
的
な
一
面
が
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
刑
罰
の
合
理
性
や
比
例
原
則
な
ど
を
全
く
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

で
は
次
に
も
う
一
つ
の
係
丈
を
見
て
い
き
た
い
が
、
こ
れ
は
か
な
り
難
解
な
答
問
で
あ
る
。

律
日
輿
盗
同
法
、
有
(
又
)

日
輿
同
罪
、
此
二
物
其
同
居
・
典
・
伍
首
坐
之
。
云
輿
同
罪
、
云
反
其
罪
者
、
弗
首
坐
。
(
「
法
律
答
問
」
二

。
)
(
律
文
に
奥
、
盗
同
法
と
い
い
、
ま
た
奥
同
罪
と
い
う
が
、
こ
の
二
つ
の
場
合
、
そ
の
同
居
・
典
・
伍
は
連
坐
す
べ
き
で
あ
る
。
輿
同
罪
と
い
い
、
反
其

罪
と
い
う
場
合
は
、
連
坐
す
べ
き
で
は
な
い
o
)

ま
ず
「
奥
、
盗
同
法
」
「
輿
同
罪
」
「
反
其
罪
」
と
は
、
「
同
居
・
典
・
伍
」
の
罪
名
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
答
聞
は
、
あ
る
人
の

罪
名
が
輿
盗
同
法
・
輿
同
罪
・
反
其
罪
に
嘗
た
る
場
合
、
そ
の
同
居
・
典
・
伍
は
連
坐
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
た

(
引
)

だ
し
奥
同
罪
は
二
度
重
複
さ
れ
て
お
り
、
現
段
階
で
は
解
懇
不
能
な
た
め
、
こ
こ
で
は
反
其
罪
の
み
を
論
じ
る
。
反
其
罪
は
主
と
し
て
謹
告
の

(ロ)

場
合
に
行
わ
れ
、
謹
告
し
た
罪
を
そ
の
ま
ま
謹
告
者
に
下
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
甲
が
乙
を
盗
鋳
銭
で
謹
告
し
た
場
合
、
甲
の
刑
罰
は



イ
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
甲
の
同
居
・
典
・
伍
人
は
イ
に
基
づ
い
て
淳
一
坐
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
が
、
こ
の

答
聞
に
よ
れ
ば
連
坐
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
語
告
に
よ
り
連
坐
し
な
い
こ
と
は
「
甲
謹
乙
遁
一
銭
L

取
城
旦
罪
。
問
、
甲
同
居
・
典
・

(
お
)

老
首
論
不
首
。
不
首
(
甲
は
乙
が
一
銭
を
密
聡
し
黙
城
旦
に
嘗
た
る
と
謹
告
し
た
。
問
、
っ
、
甲
の
同
居
・
典
・
老
は
論
断
す
べ
き
か
否
か
。
す
べ
き
で
は
な

い
)
」
(
「
法
律
答
問
」

一
八
三
)
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
伍
人
が
入
っ
て
い
な
い
が
、
上
掲
の
「
法
律
答
問
」
二

O
と
照
ら
し
合
わ
せ

れ
ば
伍
人
を
書
き
漏
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
謹
告
の
場
合
は
伍
人
の
連
坐
は
適
用
外
と
な
る
の
か
。
社
正
勝
氏
は
、
「
封
診
式
」
の
案
件
に
お
い
て
衣
物
に
閲
す
る
こ
と
に
さ
え
伍(包
)

人
に
謹
言
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
一
翠
一
動
は
伍
人
を
欺
く
こ
と
が
で
き
ず
、
従
っ
て
伺
察
も
可
能
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

裏
を
返
す
と
、
伍
人
に
告
設
の
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
生
活
の
場
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
現
賓
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

一
方
、
謹
告
と
い
っ
た
行
矯
は
生
活
の
場
か
ら
離
れ
、
裁
判
の
場
で
起
こ
る
。
ま
た
謹
告
と
同
時
に
訴
訟
手
績
き
が
始
ま
る
た
め
、
謹
告
か
否

謹
告
で
あ
る
こ
と
を
判
断
し
告
護
す
る
こ
と
を
伍
人
に
強
要
す
る
こ
と
は
論
理
に
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
監
頑
と
告
護
が
可
能
か
否
か
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か
を
判
断
す
る
責
任
は
官
憲
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
伍
人
は
裁
判
官
よ
り
早
く
か
っ
容
易
に
謹
告
の
詮
擦
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て

と
い
う
貼
も
伍
人
の
連
坐
に
お
い
て
は
考
慮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
候
丈
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

吏
従
事
子
官
府
、
首
坐
伍
人
不
首
。
不
官
。
(
「
法
律
答
問
」

一
五
五
)
(
官
府
に
従
事
し
て
い
る
吏
は
伍
人
に
連
坐
す
べ
き
か
否
か
。
す
べ
き
で
は

ご
ミ

O
ノ

争
匂
し
」

前
掲
し
た
よ
う
に
大
夫
寡
の
場
合
は
「
不
吉
伍
及
人
」
だ
っ
た
の
に
封
し
、
こ
の
候
丈
で
は
「
不
首
坐
伍
人
」
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
吏
も

伍
に
編
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
「
従
事
子
官
府
」
と
い
う
僚
件
に
お
い
て
は
伍
人
の
罪
に
連
坐
し
な
い
の
だ
ろ
う
。
「
従
事
子
官
府
」
は
「
官

府
に
お
い
て
公
務
に
従
事
す
る
」
と
語
し
得
る
が
、
も
と
よ
り
吏
の
仕
事
で
あ
る
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
候
件
と
し
て
奉
げ
て
い
る
こ
と
に
は
奇
異

の
感
を
内
覚
え
る
。
寧
ろ
「
従
事
子
官
府
」
は
公
務
の
た
め
戸
籍
の
所
在
地
に
常
態
的
ま
た
は
一
時
的
に
住
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
た

15 

ぃ
。
伍
に
住
ま
な
け
れ
ば
、
首
然
伍
人
へ
の
監
視
も
で
き
な
く
な
り
、
故
に
告
護
と
連
坐
の
責
任
も
克
れ
得
る
。

つ
ま
り
伍
人
の
連
坐
は
道
徳
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の
観
酷
か
ら
伍
人
に
連
帯
懲
罰
を
施
す
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
互
い
の
監
督
制
約
を
強
要
す
る
と
い
う
一
面
が
強
い
の
で
あ
る
。

同

居

の

連

坐

以
上
、
縁
坐
と
伍
人
の
連
坐
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
雨
者
は
共
に
犯
罪
の
珠
防
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
最
密
に
言
え
ば
、
そ
の
仕
組

み
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

父
母
妻
子
同
産
、
相
坐
及
び
牧
す
る
は
、
其
の
心
を
累
わ
し
、
犯
法
を
重
ん
ぜ
し
む
所
以
な
り
。
(
『
漢
書
』
刑
法
志
)

と
あ
る
よ
う
に
、
縁
坐
と
牧
は
、
潜
在
的
犯
罪
者
に
心
理
的
負
荷
を
加
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
犯
罪
者
自
身
の

み
な
ら
ず
そ
の
大
切
な
人
に
ま
で
不
幸
を
も
た
ら
す
と
い
う
方
法
で
犯
罪
の
コ
ス
ト
を
高
め
、
犯
罪
意
欲
を
抑
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
放
果
を

十
分
に
高
め
る
た
め
、
関
係
の
最
も
密
接
な
親
族
を
連
坐
の
封
象
と
す
る
に
他
な
ら
な
い
。
戸
籍
が
同
じ
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
恐
ら
く
考

慮
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一方、
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日
く
、
蓋
里
相
坐
す
る
の
み
、
と
。
禁
向
お
己
に
連
な
る
者
有
れ
ば
、
里
相
聞
わ
ざ
る
を
得
ず
、
惟
れ
克
る
る
を
得
、
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。

姦
心
有
る
者
に
志
を
得
し
め
ず
、
闘
う
者
多
け
れ
ば
な
り
。
(
『
韓
非
子
』
制
分
)

と
あ
る
よ
う
に
、
伍
人
の
連
坐
は
犯
罪
者
よ
り
寧
ろ
連
坐
者
の
ほ
う
に
犀
一
力
を
か
け
て
お
り
、
自
己
保
全
の
た
め
積
極
的
に
犯
罪
を
監
↓
楓
す
る

よ
う
促
し
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
犯
罪
護
畳
の
蓋
然
性
も
高
ま
り
、
潜
在
的
犯
罪
者
を
抑
制
す
る
放
果
も
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
身
近
に
監

視
す
る
こ
と
の
可
能
な
伍
人
は
連
坐
の
封
象
と
さ
れ
た
。
要
す
る
に
、
理
論
上
、
縁
坐
は
血
縁
的
関
係
が
親
密
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
連
坐
の
釘

象
と
な
る
可
能
性
が
増
す
の
に
封
し
、
伍
人
の
連
罪
は
地
縁
的
関
係
が
親
密
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
連
坐
の
封
象
と
な
る
可
能
性
が
増
す
の
だ
と

言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
の
中
に
同
居
の
連
坐
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
睡
虎
地
秦
簡
に
は
同
居
の
連
坐
に
闘
す
る
律
が

(
お
)

以
下
の
三
つ
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
公
表
以
来
、
同
居
と
連
坐
の
闘
係
は
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



ァ
.
律
日
奥
盗
同
法
、
有
(
又
)
日
輿
同
罪
、
此
二
物
其
同
居
・
典
・
伍
首
坐
之
。
云
輿
同
罪
、
云
反
其
罪
者
、
弗
嘗
坐
。
(
「
法
律
答
問
」

。
ィ
.
盗
及
者
(
諸
)
宜
罪
、
同
居
所
首
坐
。
可
(
何
)
謂
同
居
。
-
戸
混
同
居
。
坐
隷
、
隷
不
坐
戸
謂
殴
(
也
)

0

(

「
法
律
答
問
」
一
一
一
一
)

ゥ
.
甲
誼
乙
通
一
銭
瓢
城
旦
罪
。
問
甲
同
居
・
典
・
老
首
論
不
昔
。
不
首
。
(
「
法
律
答
問
」

人

残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
は
全
て
「
法
律
答
問
」
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
律
の
正
文
で
は
な
い
。
様
々
な
疑
問
や
争
議
が
生
じ
た
の
も
、
同
居

の
連
坐
を
直
に
定
め
る
律
が
全
く
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
張
家
山
漢
簡
に
は
次
の
一
僚
が
記
さ
れ
て
い

た

ェ
.
盗
錆
銭
及
佐
者
、
棄
市
。
同
居
不
告
、
腫
耐
。
正
・
典
・
田
典
・
伍
人
不
告
、
罰
金
四
雨
。
或
頗
告
、
皆
相
除
。
(
「
二
年
律
令
」
二
O

) 
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一
僚
の
み
で
は
あ
る
が
、
同
居
の
連
坐
を
解
明
す
る
に
は
極
め
て
重
要
な
材
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
ず
、
こ
の
僚
丈
に
よ
っ
て

「
同
居
」
を
封
象
と
す
る
連
坐
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
従
っ
て
第
一
節
で
論
じ
た
「
父
母
・
妻
子
・
同
産
」
ま
た
は
「
妻
子
」
を
封
象
と
す

る
連
坐
と
は
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
法
律
で
異
な
る
術
語
を
使
っ
て
い
る
の
は
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
指
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
同
居
に
連
坐
が
下
さ
れ
る
の
は
「
不
告
」
が
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
は
縁
坐
よ
り
寧
ろ
伍
人
の
連
坐
に
似
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
注
意
深
く
見
れ
ば
、

エ
で
は
同
居
や
伍
人
・
典
と
い
っ
た
下
層
官
吏
に
封
し
、
不
告
に
よ
る
連
坐
を
同
時
に
定
め

て
い
る
。
ア
で
も
同
居
と
伍
人
・
典
は
併
記
さ
れ
て
い
る
。
ウ
に
は
同
居
と
典
・
老
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
伍
人
を
書
き
漏
ら
し
た
だ
ろ

う
こ
と
は
前
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。
同
居
・
伍
人
・
下
層
官
吏
が
常
に
連
坐
の
候
款
に
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
共
通
の
原
理
で

連
坐
に
問
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
同
居
」
の
本
義
は
居
住
地
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
イ
の
「
戸
矯
同
居
」
に
よ
れ
ば
、
秦
律
で
は
戸
籍
を
同
居
に
封
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す
る
定
義
と
し
て
い
る
。
恐
ら
く
居
住
地
と
戸
籍
は
一
致
す
べ
き
だ
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
同
一
の
戸
籍
を
以
て
同
居
の
範
固
を
書
一
定
す
る
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の
だ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
伍
人
は
生
活
空
間
を
共
有
す
る
た
め
監
頑
や
告
護
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
犯
罪
が
護
生
し
た
場
合
、
伍
人

で
す
ら
連
坐
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
に
、
犯
罪
者
と
一
つ
屋
根
の
下
に
生
活
し
て
い
る
が
た
め
に
、
伍
人
よ
り
も
犯
罪
者
と
の
距
離
が
近
く
、

犯
罪
摘
護
に
有
利
な
立
場
に
い
る
同
居
が
連
坐
を
克
れ
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
す
れ
ば
、
同
居
も
連
坐
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
は
首
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

エ
の
盗
鰭
銭
の
場
合
、
伍
人
は
罰
金
四
雨
に
昔
た
る
の
に
封
し
、
同
居
は
瞳
耐
(
金
十
二
雨
)
に
首

た
る
。
地
縁
的
関
係
に
基
づ
け
ば
同
居
の
責
任
は
伍
人
よ
り
も
重
い
こ
と
を
ま
さ
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
官
吏
の
連
坐
に
は
別
の
原
理
が
働

い
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
下
層
官
吏
も
犯
罪
者
と
地
縁
的
な
繋
が
り
が
強
い
。
不
告
に
よ
る
連
坐
は
全
て
地
縁
的
観
黙
に
基
づ

(
お
)

き
、
監
覗
す
る
可
能
性
を
も
っ
人
聞
に
犯
罪
の
告
設
を
義
務
附
け
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
分
析
よ
り
、
第
一
節
で
論
じ
た
縁
坐
と
同
居
の
連
坐
と
の
聞
に
は
差
遣
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
縁
坐
は
血
縁
的
関
係
に

よ
り
針
象
を
決
め
て
お
り
、
賓
際
に
共
同
生
活
を
し
て
い
る
か
否
か
は
関
係
な
い
。

一
方
、
同
居
の
連
坐
は
戸
籍
に
よ
り
封
象
を
決
め
て
お
り
、

生
活
圏
瞳
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
。
無
論
、
雨
者
に
よ
っ
て
連
坐
す
る
者
が
か
な
り
重
な
る
こ
と
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、

し
か
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し
そ
の
背
景
に
あ
る
仕
組
み
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
同
居
、

つ
ま
り
戸
は
、
血
縁
的
圏
盟
よ
り
寧
ろ
伍
の
よ
う
な
地
縁
的
圏

躍
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
同
居
の
連
坐
に
つ
い
て
は
上
掲
の
史
料
し
か
な
い
が
、
以
下
に
そ
の
具
瞳
的
内
容
を
推
測
し
、
と
り
わ
け
争
議
の
的
と
な
っ
て
い
る

イ
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。

第
一
に
、
イ
の
「
盗
及
諸
七
罪
、
同
居
所
首
坐
」
と
い
う
部
分
は
、
整
理
者
を
は
じ
め
、
稗
文
で
は
常
に
鈎
括
弧
で
固
ま
れ
て
お
り
、
秦
律

の
正
文
の
引
用
と
さ
れ
て
い
る
。
律
の
正
文
に
は
必
ず
「
候
件
」
と
「
庭
置
」
と
い
う
こ
つ
の
部
分
が
あ
る
が
、
も
し
「
盗
及
諸
官
罪
」
を
そ

の
「
候
件
」
と
見
な
し
て
「
盗
と
様
々
な
罪
」
と
解
緯
し
て
し
ま
え
ば
、
指
し
示
す
範
園
が
暖
昧
す
ぎ
て
規
定
と
し
て
の
意
味
が
な
く
な
っ
て

(
幻
)

し
ま
う
。
よ
っ
て
「
盗
を
始
め
全
て
の
罪
」
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
が
支
持
を
得
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
同
居
は
全
て
の
犯
罪
に
連
坐
す
る
こ
と
に
な
る
。



し
か
し
な
が
ら
恐
ら
く
こ
の
部
分
は
律
の
正
丈
、
少
な
く
と
も
完
全
な
律
の
正
文
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
同
居
所
首

坐
」
の
「
嘗
」
字
は
確
か
に
「
法
律
答
間
」
に
は
よ
く
見
え
る
字
だ
が
、
律
の
正
文
の
「
慮
置
」
と
し
て
石
田
」
字
を
使
う
用
例
は
見
首
た
ら

(
お
)

な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
二
年
律
令
」
八
八
「
女
子
宮
礁
若
要
(
腰
)
斬
者
、
棄
市
(
女
子
で
傑
も
し
く
は
腰
斬
に
首
た
る
者
は
棄
市
す
る
こ

と
あ
る
よ
う
に
「
首
礁
若
腰
斬
」
は
僚
件
と
し
て
奉
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
慮
置
と
し
て
は
決
し
て
「
首
棄
市
」
と
は
言
わ
な
い
。
従
っ
て
「
盗

及
諸
七
罪
、
同
居
所
首
坐
」
は
「
盗
や
他
の
罪
の
場
合
、
同
居
は
連
坐
の
封
象
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
遮
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
績
の
同

居
の
定
義
に
閲
す
る
聞
を
引
き
出
す
た
め
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
同
居
の
連
坐
に
は
恐
ら
く
総
則
的
規
定
が
な
く
、

エ
の
よ
う
に
特
定
の
犯
罪

に
封
し
て
個
別
的
に
規
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

で
は
な
ぜ
「
盗
及
諸
官
罪
」
と
い
う
修
辞
を
使
う
の
だ
ろ
う
か
。
冨
火
口
氏
は
李
埋
が
作
っ
た
法
典
が
盗
律
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
由
来
し
て
い

る
と
し
て
お
り
、
傾
聴
に
値
す
る
。
た
だ
し
同
居
が
連
坐
す
る
犯
罪
に
お
い
て
、
盗
罪
が
最
も
多
数
を
占
め
て
い
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
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の
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
伍
人
の
連
坐
は
監
覗
や
摘
護
可
能
か
否
か
が
鍵
と
さ
れ
て
お
り
、
同
居
の
連
坐
も
そ
う
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
盗

罪
の
場
合
は
犯
罪
の
誼
擦
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
同
居
を
欺
き
と
お
す
こ
と
は
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
他
の
罪
よ
り
も
優
先
的
に
同

居
に
告
護
の
義
務
を
負
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
盗
罪
の
他
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
同
居
が
連
坐
す
べ
き
犯
罪
、

エ
の
盗
錆
銭
の
場
合
も
同
じ
特
性

を
も
っ
て
い
る
。
「
封
診
式
」

一
九
二

O
「
丙
、
盗
鋳
此
銭
、
丁
佐
銭
。
甲
・
乙
捕
崇
(
索
)
其
室
而
得
此
銭
・
容
(
錯
)
、
来
詣
之
(
丙
は
こ

の
銭
を
不
正
に
鋳
造
し
、
丁
は
銭
遣
を
助
け
た
。
甲
・
乙
は
彼
ら
を
捕
ま
え
、
そ
の
室
を
探
し
、
こ
の
銭
と
銭
範
を
得
、
や
っ
て
き
た
こ
と
あ
る
よ
う
に
、

物
詮
は
そ
の
家
に
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
親
族
は
最
重
な
犯
罪
に
連
坐
さ
せ
ら
れ
る
一
方
で
、
同
居
は
費
量
の
可
能
性
が
あ
る

犯
罪
に
連
坐
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
伍
人
の
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
が
同
居
連
坐
の
封
象
者
と
な
る
の
か
も
極
め
て
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
慮
罰
は
戸
の
全
員
に
輿
え
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
繰
り
返
し
強
調
し
た
よ
う
に
、
同
居
と
伍
人
は
「
不
告
」
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
が
、
告
の
権
利
は
全
て
の
人
聞
が
持
っ
て
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い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
「
二
年
律
令
」

一
一
一
一
回
「
年
未
盈
十
歳
及
穀
(
繋
)
者
・
城
旦
春
・
鬼
薪
白
祭
告
人
、
皆
勿
聴
(
年
齢
が
十
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歳
未
満
の
者
及
び
拘
禁
さ
れ
た
者
、
城
旦
春
・
鬼
薪
白
祭
の
者
が
、
人
を
告
し
た
と
し
て
も
、
み
な
受
理
し
な
い
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
歳
未
満
の
子
供

は
そ
も
そ
も
告
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
不
告
を
以
て
罰
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
十
歳
未
満
の
子
供
は
伍
人
・
同
居
の
犯
罪

に
連
坐
し
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
、
同
居
の
場
合
は
そ
も
そ
も
家
族
関
係
に
あ
る
の
で
、
伍
人
の
場
合
よ
り
も
複
雑
に
な
る
。
秦
律
で
は

(
叩
)

「
非
公
室
告
」
で
な
い
限
り
子
が
父
母
を
告
設
す
る
こ
と
は
禁
止
し
て
い
な
い
の
で
問
題
に
は
な
ら
な
い
が
、
漢
律
は
子
婦
が
父
母
を
告
設
す

(

山

川

)

る
こ
と
を
巌
し
く
禁
止
し
て
い
る
。
従
っ
て
も
し
そ
れ
と
同
時
に
同
居
と
し
て
の
告
護
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
故
に
漢
初
に
お
い
て
父
母
が
罪
を
犯
し
た
場
合
、
子
婦
が
「
同
居
の
身
分
と
し
て
」
連
坐
す
る
と
い
う
の
は
蹄
に
落
ち
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
闘
わ
る
「
容
隠
」
に
つ
い
て
は
次
節
で
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
三
に
、
イ
の
「
坐
隷
、
隷
不
坐
戸
」
の
解
稗
に
つ
い
て
は
「
戸
は
隷
の
犯
罪
に
連
坐
す
る
の
に
、
隷
は
戸
の
犯
罪
に
連
坐
し
な
い
」
と
す

る
整
理
者
の
説
に
従
い
た
い
。
た
だ
し
「
隷
」
を
奴
隷
と
解
調
停
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
な
お
究
明
の
鈴
地
が
あ
る
。
隷
の
賓
例
は
「
奏
識
主
目
」

案
例
四
に
初
め
て
現
れ
、
ま
た
近
年
里
耶
秦
簡
の
整
理
者
が
公
表
し
た
例
に
よ
り
、
よ
う
や
く
隷
が
臣
妾
・
奴
牌
と
は
異
な
る
隷
属
身
分
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
匡
別
さ
れ
て
い
た
の
か
は
な
お
不
明
で
あ
る
が
、
隷
属
身
分
の
種
別
は

想
像
よ
り
も
複
雑
に
違
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
「
二
年
律
令
」
に
は
隷
が
存
在
し
な
い
が
、
「
私
属
」
と
い
う
身
分
が
そ
れ
に
似
た
性
格
を
も
っ
可
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能
性
が
あ
る
。

奴
蝉
矯
善
而
主
欲
克
者
、
許
之
、
奴
命
日
私
層
、
蝉
矯
庶
人
、
皆
復
使
及
算
(
算
)
事
之
如
奴
碑
。
主
死
若
有
罪
、
以
私
属
矯
庶
人
、
刑

者
以
矯
隠
官
。
(
「
二
年
律
令
」

一
六
二
一
六
三
)
(
奴
稗
が
善
い
事
を
し
、
主
人
が
解
放
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
こ
れ
を
許
す
。
奴
は
私
属
と
名
附
け

ら
れ
、
牌
は
庶
人
と
さ
れ
る
。
み
な
な
お
使
役
さ
れ
る
こ
と
及
び
算
賦
・
径
役
は
奴
鱒
と
同
様
で
あ
る
。
主
人
が
死
ん
だ
場
合
、
も
し
く
は
主
人
に
罪
が

あ
っ
た
場
合
、
私
属
は
庶
人
と
し
、
内
刑
に
さ
れ
た
者
は
隠
官
と
す
る
o
)

解
放
さ
れ
た
奴
牌
は
私
属
か
庶
人
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
主
人
に
従
属
す
る
の
だ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
主
人
が
罪
を
犯
し
た
場

合
、
私
属
は
庶
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
私
属
が
主
人
の
犯
罪
に
よ
り
連
坐
を
問
わ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、



「
隷
不
坐
戸
」
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
「
隷
不
坐
戸
」
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
告
護
の
権
利
と
い
う
側

面
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
隷
は
恐
ら
く
主
人
を
告
護
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
故
に
連
坐
と
い
う
威
嚇
を
以
て
告
護
を
促
す
こ
と
は
そ
も
そ
も

(
認
)

無
意
味
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
故
に
隷
は
同
居
の
連
坐
を
克
れ
、
臣
妾
・
奴
稗
も
同
居
の
連
坐
を
克
れ
た
の
だ
ろ
う
。

秦
律
に
お
い
て
は
同
居
の
他
に
「
室
人
」
も
連
坐
の
範
固
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
同
居
と
室
人
に
は
ど
の
よ
う
な
遣
い
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
肢
に
諸
説
紛
々
と
し
て
は
い
る
が
、
連
坐
制
の
解
明
を
目
指
す
本
稿
に
お
い
て
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
同
居
と

室
人
の
定
義
は
次
の
答
問
に
示
さ
れ
て
い
る
。

可
(
何
)
謂
室
人
。
可
(
何
)
謂
同
居
。
同
居
、
濁
戸
母
之
謂
殴
(
也
)

0

・
室
入
者
、

一
室
蓋
嘗
坐
罪
人
之
謂
殴
(
也
)

0

(

「
法
律
答

問
」
二
O
一
)
(
山
黒
人
と
は
何
か
。
同
居
と
は
何
か
。
同
居
と
は
「
濁
戸
母
」
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
主
人
と
は
一
車
全
て
罪
人
に
連
坐
す
べ
き
こ
と

を
い
う
の
で
あ
る
o
)
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ま
ず
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
同
じ
戸
籍
に
登
載
さ
れ
る
成
員
を
同
居
と
判
断
し
て
い
る
。
「
濁
戸
母
之
謂
也
」
に
あ
る
「
母
」
字
の
韓
請
に

つ
い
て
は
迷
う
部
分
が
あ
る
明
「
濁
戸
母
」
は
戸
籍
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
た
い
o

た
だ
し
同
居
と
は
同
じ
戸
籍
に
お
け
る
成
年
男

子
の
関
係
(
父
子
・
兄
弟
な
ど
)
を
指
し
て
お
り
、
妻
子
は
同
居
で
は
な
い
と
い
う
説
も
支
持
を
得
て
い
る
。
そ
の
説
に
最
も
説
得
力
を
輿
え
て

い
る
詮
擦
は
次
の
律
丈
に
あ
る
。

未
賞
(
償
)
及
居
之
未
備
而
死
、
皆
出
之
、
母
責
妻
・
同
居
。
(
「
秦
律
十
八
種
」
八
四
八
五
)
(
ま
だ
償
っ
て
い
な
い
及
び
償
う
た
め
の
労
働
が

ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
う
ち
に
死
亡
し
た
場
合
、
み
な
そ
の
負
債
は
兎
除
し
、
妻
・
同
居
に
求
め
な
い
o
)

(
出
)

妻
も
同
居
の
範
曜
に
入
る
の
で
あ
れ
ば
「
妻
・
同
居
」
と
い
っ
た
併
記
表
現
は
不
可
解
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

秦
漠
律
を
通
観
す
れ
ば
、
確
か
に
同
居
と
い
う
語
葉
は
成
年
男
子
の
閲
係
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
妻
子
を

同
居
か
ら
除
く
必
要
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
「
妻
・
同
居
」
を
「
妻
と
他
の
同
居
」
と
捉
え
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
「
二
年
律
令
」
に
、
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奴
焼
亡
、
白
時
主
・
主
親
所
知
日
(
知
)
、
及
主
・
主
父
母
・
子
若
同
居
求
自
得
之
、
其
首
論
昇
主
、
而
欲
勿
詣
吏
論
者
、
皆
許
之
。
(
「
二
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年
律
令
」

一六
O
)
(奴
稗
が
逃
亡
し
、
自
分
か
ら
主
人
や
主
人
の
知
人
の
も
と
に
蹄
っ
て
き
た
時
、
及
び
主
人
・
主
人
の
父
母
・
子
も
し
く
は
同
居
が
白

分
で
探
し
て
捕
え
て
き
た
時
、
論
断
の
上
で
は
主
人
に
返
す
べ
き
で
あ
っ
て
も
、
吏
の
も
と
に
出
頭
し
て
論
断
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
み
な

許
可
す
る
o
)

と
も
あ
る
よ
う
に
、
同
居
と
父
母
・
子
を
併
記
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
用
例
に
お
い
て
同
居
は
や
は
り
「
他
の
同
居
者
」
と
解
程

す
る
し
か
な
い
。
更
に
は
じ
め
に
引
用
し
た
「
矯
人
劫
者
同
居
知
弗
告
吏
」
と
い
う
用
例
で
は
、
誘
拐
の
こ
と
を
吏
に
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
同
居
に
は
、
首
然
そ
の
妻
・
夫
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
故
に
同
居
と
は
戸
籍
に
登
録
し
て
あ
る
全
員
の
闘
係
を
指
す
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
居
を
連
坐
さ
せ
る
場
合
に
は
、
犯
罪
者
の
妻
・
夫
も
連
坐
の
封
象
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

次
に
、
同
居
と
の
差
異
の
も
と
で
室
人
の
語
義
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
考
え
方
は
二
つ
あ
る
。

と
す
る
考
え
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
室
人
を
同
居
よ
り
も
大
き
な
車
位
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
前
者
は
主
に
室
人
を
夫
婦
と
未
成
年
の
子
女

一
つ
は
、
室
人
を
同
居
内
部
に
あ
る
小
車
位

か
ら
な
る
も
の
と
す
る
説
で
あ
り
、
こ
れ
は
既
に
第
一
節
で
否
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
後
者
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
て

(
訂
)

い
る
と
お
り
、
秦
簡
に
お
け
る
「
室
」
と
は
「
二
宇
二
内
」
を
持
つ
居
住
車
位
で
あ
る
。
「
法
律
答
問
」
九
二
「
小
畜
生
入
人
室
、
室
人
以
投
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(
支
)
挺
伐
殺
之
(
小
動
物
が
人
の
室
に
入
っ
て
き
て
、
室
人
が
梶
棒
で
そ
れ
を
叩
き
殺
し
た
)
」
、
「
封
診
式
」
八
六
|
八
七
「
有
(
又
)
訊
甲
室
人

甲
到
室
居
庭
及
復
(
腹
)
痛
子
出
状
(
ま
た
甲
の
室
人
に
、
甲
が
室
に
至
っ
た
後
の
行
動
、
及
び
腹
痛
で
流
産
し
た
状
況
を
訊
問
す
る
こ
と
い
う
用
例

か
ら
す
れ
ば
、
室
人
は
家
族
関
係
そ
の
も
の
を
指
す
よ
り
も
寧
ろ
建
物
で
あ
る
室
に
属
す
る
人
間
と
い
う
意
味
合
い
の
ほ
う
が
強
い
。
故
に
室

人
は
一
つ
の
家
屋
に
居
住
す
る
と
い
う
人
間
関
係
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
の
家
屋
に
居
住
す
る
の
に
、
同
居
l
同
戸
で
は
な
い
人
間
と
は
そ
も
そ
も
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
冨
谷
氏
は
、
同
居
に
隷
を
加
え
れ
ば

室
人
に
な
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
隷
の
た
め
に
室
人
と
い
う
稽
呼
を
作
り
出
し
た
と
い
う
の
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
封
し
て
鈴
木
氏

(
お
)

の
旦
耶
戸
籍
閲
係
簡
に
封
す
る
論
速
は
示
唆
に
富
む
。

南
陽
戸
人
刑
不
更
責
口

妻
日
負
努

子

上
遣
口

子
小
女
子
女
嗣

母
室

(
K
二
八
/
二
九
)



戸
籍
だ
と
言
わ
れ
る
こ
の
簡
に
は
戸
人
(
戸
主
)
以
下
戸
の
全
員
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
「
母
室
」
と
い
う
注
記
も
あ
る
。
鈴
木
氏
は
「
母

室
」
は
家
屋
が
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
田
宅
受
給
の
問
題
に
闘
わ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
「
二
年
律
令
」
に
よ
れ
ば
立
戸

は
田
宅
受
給
の
先
決
候
件
と
は
い
え
、
立
戸
し
で
も
直
ち
に
田
宅
が
受
給
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
田
宅
の
受
給
を
待
っ
て
い

る
問
、
戸
は
「
母
室
」
の
ま
ま
な
の
だ
ろ
う
。
更
に
鈴
木
氏
は
他
の
二
例

(
K
四
二
/
四
六

-
K
一
一
一
一
/
四
八
)
に
つ
い
て
、
寓
畳
一
が
は
っ
き
り

と
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
こ
こ
に
は
「
母
室
」
と
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
「
母
室
」
の
一
一
一
例
は
全
て
単
純
家
族
で
あ
っ
て
、
立
戸
か
ら
そ

れ
ほ
ど
時
聞
を
経
て
い
な
い
と
想
像
し
得
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
賓
に
興
味
深
い
。
「
母
室
」
の
戸
は
暫
く
ど
こ
に
居
住
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
最
も
高
い
の
は
元
来
の
室
に
留
ま
っ
て
い
た
可
能
性
で
あ
り
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
立
戸
す
る
前
に
所
属
し
て
い
た
戸
と
共
に
一
つ

の
室
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
戸
が
一
室
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
お
互
い
の
聞
係
を
法
律
で
は
ま
さ
に

「
室
人
」
と
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

立
戸
と
田
宅
受
給
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
戸
籍
と
住
居
の
範
園
が
一
致
す
る
こ
と
は
理
論
上
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
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え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
賓
的
に
は
や
む
を
得
ず
複
数
の
戸
が
共
居
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
居
で
は
な
い
室
人
の
存
在
は
認
め
ら
れ
て

ミ

争

一

ゃ

ミ

、

、
ν
手
ム
A
M

や
は
り
暫
時
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
「
母
室
」
も
、
こ
れ
が
常
態
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
輿
え
る
た
め
に
注
記
さ
れ
た
に
達
い
な

ぃ
。
そ
の
た
め
か
室
人
に
闘
す
る
権
利
義
務
の
規
範
は
全
く
見
あ
た
ら
な
い
。
秦
律
で
は
「
法
律
答
間
」
と
「
封
診
式
」
に
し
か
室
人
に
闘
す

る
言
及
が
な
く
、
「
二
年
律
令
」
に
も
室
人
は
見
首
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
室
人
は
律
の
正
丈
に
は
一
回
も
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
室
人
の
定
義
が
「
法
律
答
問
」
に
撃
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、
室
人
が
巌
密
に
法
律
概
念
と
言
え
る
の
か
疑
問
が
の
こ
る
。
室
人
を
連
坐
の
封

象
と
す
る
候
文
が
単
に
今
日
ま
で
残
っ
て
い
な
い
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
も
と
も
と
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
も

否
定
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
犯
罪
護
貿
に
あ
た
り
室
人
の
立
場
は
同
居
と
ほ
ぼ
嬰
わ
ら
な
い
た
め
、
責
任
も
同
居
と
同
様
に
負
わ
さ
れ
た
の

だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
里
耶
戸
籍
闘
係
簡
に
は
、
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南
陽
戸
人
刑
不
更
口
口

妻
日
義

母
惟

伍
長

(
K
四
二
/
四
六
)
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と
あ
り
、
鈴
木
氏
は
「
母
惟
」
は
「
母
室
」
と
稗
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
も
し
そ
の
と
お
り
な
ら
こ
の
戸
は
母
室
で
あ
る
と
は
い
え
伍
長
の

役
を
務
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
母
室
の
戸
も
伍
制
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
同
室
の
戸
も
同
伍
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
で
は
室
人

の
連
坐
も
一
種
の
伍
人
の
連
坐
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
史
料
に
制
限
が
あ
る
た
め
こ
れ
以
上
は
保
留
に
し
て
お
き
た
い
が
、
室
人
の
連

坐
も
地
縁
的
連
坐
に
蹄
属
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四

丈

帝

期

以

後

秦
か
ら
漢
初
に
お
い
て
は
、

一
般
人
は
自
ら
罪
を
犯
さ
な
く
て
も
、
親
族
と
し
て
、
伍
人
と
し
て
、
ま
た
は
同
居
と
し
て
連
坐
さ
せ
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
以
上
の
論
速
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
漢
丈
帝
期
に
は
法
制
上
に
お
い
て
一
連
の
重
大
な
改
革

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
牧
帯
諸
相
坐
律
令
」
が
取
り
除
か
れ
た
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
る
。

上
日
く
、
法
な
る
者
は
治
の
正
な
り
。
暴
を
禁
じ
て
善
人
を
率
い
る
所
以
な
り
。
今
法
を
犯
せ
る
を
ば
己
に
論
じ
、
而
も
母
罪
の
父
母
・
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妻
子
・
同
産
を
し
て
之
に
坐
せ
し
め
、
及
ぴ
牧
格
と
な
す
。
股
甚
だ
取
ら
ず
。
其
れ
之
を
議
せ
よ
、
と
。
:
:
:
有
司
皆
日
う
、
陛
下
大

恵
を
加
え
、
徳
甚
だ
盛
ん
な
り
。
臣
等
の
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。
請
う
、
詔
書
を
奉
じ
、
収
怒
と
諸
も
ろ
の
相
坐
律
令
を
除
か
ん
、
と
。

(
『
史
記
」
孝
文
本
紀
)

こ
の
記
事
に
基
づ
け
ば
こ
の
時
期
に
廃
止
さ
れ
た
の
は
父
母
・
妻
子
・
同
産
を
封
象
と
す
る
縁
坐
、
及
び
妻
子
に
封
す
る
牧
で
あ
る
。
そ
の
後
、

放
は
ほ
ぼ
消
失
し
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
一
方
、
縁
坐
に
つ
い
て
は
そ
う
断
言
し
難
い
。
少
な
く
と
も
族
刑
は
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
、

(
約
)

あ
る
い
は
す
ぐ
に
復
活
し
た
こ
と
は
確
貰
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
縁
坐
と
牧
が
改
革
の
的
と
な
っ
た
の
に
封
し
、
伍
人
の
連
坐
の
廃
止
に
閲

す
る
記
載
は
全
く
見
雷
た
ら
な
い
。
従
っ
て
伍
人
の
連
坐
は
存
在
し
績
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
原
理
が
似
て
い
る
同
居
の
連
坐
も
廃
止
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

丈
帝
期
以
降
の
連
坐
制
を
考
え
る
上
で

『
盟
銭
論
』
周
秦
篇
は
看
過
で
き
な
い
史
料
で
あ
る
。
こ
の
昭
帝
期
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
議
論
に



お
い
て
、
御
史
と
丈
島
ナ
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

御
史
日
く
。
:
:
:
一
室
の
中
、
父
兄
の
際
、
身
瞳
相
い
属
く
ご
と
し
、

一
節
動
か
ば
心
に
知
ら
る
。
故
に
今
関
内
侯
よ
り
以
下
、
地
を
伍

に
比
し
、
居
家
相
い
察
し
、
出
入
相
い
司
、
っ
。
父
は
子
を
教
え
ず
、
兄
は
弟
を
正
さ
ず
ん
ば
、
是
を
舎
き
て
誰
を
か
責
め
ん
や
。
丈
随
一
千
日

く
。
:
:
:
今
子
を
以
て
父
を
訴
し
、
弟
を
以
て
兄
を
諒
し
、
親
戚
は
相
い
坐
し
、
什
伍
は
相
い
連
な
る
。
根
本
を
引
き
て
之
が
華
葉
に
及

ぼ
し
、
小
指
を
傷
つ
け
之
が
四
睦
を
累
す
る
が
若
き
な
り
。
此
の
如
く
ん
ば
即
ち
有
罪
を
以
て
訴
は
無
罪
に
及
ぴ
、
罪
な
き
者
は
寡
し
。

:
:
:
首
匿
と
相
坐
の
法
立
ち
て
よ
り
、
骨
肉
の
恩
は
駿
れ
、
而
も
刑
罪
は
多
し
。
父
母
の
子
に
於
け
る
や
、
罪
あ
る
と
難
も
猶
之
を
匿
す
。

其
れ
罪
に
服
す
る
を
欲
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や
。
子
は
父
の
た
め
に
隠
し
、
父
は
子
の
た
め
に
隠
す
を
聞
く
も
、
未
だ
父
子
の
相
坐
す
る

を
聞
か
ざ
る
也
。
兄
弟
緩
や
か
に
追
い
て
以
て
賊
を
克
ず
る
を
聞
く
も
、
未
だ
兄
弟
の
相
坐
す
る
を
聞
か
ざ
る
也
。
悪
を
悪
と
し
て
其
の

人
に
止
め
、
始
を
疾
み
て
首
悪
を
諒
す
る
を
聞
く
も
、
未
だ
什
伍
の
相
坐
す
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
(
『
盤
銭
論
」
周
秦
篇
)

25 

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
ま
ず
古
賀
登
氏
が
、
こ
こ
で
は
家
族
連
坐
と
同
伍
連
坐
が
同
じ
も
の
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
地
縁
的

(
的
)

闘
係
で
あ
る
同
伍
連
坐
と
血
縁
的
関
係
で
あ
る
家
族
連
坐
は
ど
う
い
う
闘
係
に
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
で

は
冨
谷
氏
が
、
「
牧
律
相
坐
法
」
は
師
に
麿
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
縁
坐
で
は
な
く
家
族
が

犯
人
を
匿
う
「
首
匿
」
に
限
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
議
論
の
背
景
に
同
居
の
連
坐
が
あ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
無
理
な
く
解
穣

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
一
室
之
中
、
父
兄
之
際
、
若
身
盟
相
層
、

一
節
動
而
知
於
心
」
と
は
明
ら
か
に
同
居
し
て
い
る
父
子
兄
弟

は
お
互
い
に
犯
罪
を
隠
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、

つ
ま
り
同
居
の
連
坐
に
お
け
る
論
理
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
同
居
の
連

坐
と
伍
人
の
連
坐
に
は
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
両
者
を
交
え
て
述
べ
て
も
何
の
違
和
感
も
な
い
。
た
だ
議
論
が
展
開
す
る
に
つ
れ

て
連
坐
制
全
瞳
に
論
が
及
ん
だ
の
だ
と
思
わ
れ
、
「
以
子
訴
父
、
以
弟
諒
兄
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
族
刑
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
た
よ
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う
で
あ
る
。
そ
の
故
に
連
坐
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
首
匿
」
も
併
せ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

(
引
)

要
す
る
に
、
例
え
ば
「
一
人
罪
を
犯
せ
ば
、
畢
家
お
よ
び
郊
伍
之
に
坐
す
」
の
よ
う
に
、
家
の
連
坐
を
伍
人
の
連
坐
と
併
記
す
る
場
合
に



26 

は
、
家
の
連
坐
は
同
居
の
連
坐
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
い
く
ら
同
居
の
地
縁
性
を
強
調
し
た
と
し
て
も
、
主

な
同
居
者
は
同
時
に
家
族
で
も
あ
っ
た
。
家
族
聞
に
告
護
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
倫
理
的
な
緊
張
感
を
も
た
ら
す
こ
と
は
丈
島
?
の
謹
言
に

明
白
に
表
れ
て
い
る
。
「
容
隠
」
と
は
こ
の
よ
う
な
考
慮
の
下
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

容
隠
に
つ
い
て
は
漢
宣
帝
地
節
四
年
詔
が
そ
の
源
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

今
よ
り
、
子
が
父
母
を
首
匿
し
、
妻
が
夫
を
匠
し
、
孫
が
祖
父
母
を
匿
す
と
も
、
皆
坐
す
る
こ
と
な
か
れ
。
そ
の
父
母
が
子
を
匿
し
、
夫

が
妻
を
匿
し
、
祖
父
母
が
孫
を
匿
し
、
罪
は
殊
死
な
れ
ば
、
皆
廷
尉
に
上
請
し
て
以
聞
せ
よ
。
(
『
漢
書
』
宣
帝
紀
)

出
厳
密
に
言
え
ば
こ
の
詔
書
は
家
族
の
「
首
匿
」
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
首
匿
は
顔
師
古
に
「
謀
首
と
局
り
罪
人
を
戴
匿
す
」
と
い
う
注
が

あ
る
。
確
か
に
用
例
の
多
く
は
身
柄
を
匿
う
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
犯
行
を
匿
う
こ
と
と
は
解
緯
し
か
ね
る
。
ま
た
『
史
記
」
商
君
列
停
に

「
姦
を
告
せ
ざ
る
者
は
腰
斬
」
「
姦
を
匿
す
者
は
敵
に
降
る
と
罰
を
同
じ
く
す
」
と
あ
る
よ
う
に
不
告
姦
と
匿
姦
は
は
っ
き
り
匝
別
さ
れ
て
い

26 

る
。
つ
ま
り
犯
行
を
告
護
し
な
け
れ
ば
連
坐
さ
せ
ら
れ
る
の
に
封
し
、
犯
行
が
護
貸
し
た
後
も
な
お
犯
人
を
匠
せ
ば
首
匿
罪
で
問
わ
れ
る
。
疑

い
よ
う
も
な
く
首
匿
は
連
坐
よ
り
巌
し
い
罪
で
あ
る
。

子
告
父
母
、
婦
告
威
公
、
奴
碑
告
主
・
主
父
母
妻
子
、
勿
聴
而
棄
告
者
市
。
(
「
二
年
律
令
」

一
一
一
二
二
)
(
子
が
父
母
を
告
し
、
嫁
が
姑
自
男
を
告
し

奴
稗
が
主
人
・
主
人
の
父
母
妻
子
を
告
し
で
も
、
受
理
し
て
は
な
ら
ず
、
告
し
た
者
は
棄
市
o
)

「
二
年
律
令
」
の
出
土
に
よ
り
、
漠
初
に
は
既
に
子
婦
が
父
母
の
罪
を
隠
す
こ
と
及
び
奴
稗
が
主
人
の
罪
を
隠
す
こ
と
を
強
制
し
て
い
た
こ
と

(

幻

)

(

必

)

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
地
節
四
年
詔
の
重
要
性
は
、
や
は
り
そ
れ
よ
り
一
歩
進
ん
で
首
匿
ま
で
を
許
す
こ
と
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
不
告

と
首
匿
は
異
な
る
犯
罪
と
は
い
え
、
前
掲
し
た
『
盟
銭
論
』
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
犯
人
を
庇
い
、
法
律
制
裁
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
助
け
る
と

い
う
黙
に
お
い
て
相
通
じ
て
い
る
。
賓
際
、
後
世
の
律
令
に
お
い
て
「
容
隠
」
と
い
え
ば
、
犯
行
を
隠
す
こ
と
と
身
柄
を
匿
う
こ
と
の
二
つ
の

意
味
を
指
す
。
雨
者
が
共
に
「
容
隠
」
に
内
包
さ
れ
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
地
節
四
年
詔
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。



宣
帝
期
に
お
け
る
容
隠
の
範
園
は
父
母
・
夫
・
大
父
母
だ
っ
た
が
、
後
漢
末
の
鄭
玄
の
時
代
に
至
る
と
「
大
功
親
」
に
ま
で
接
大
さ
れ
る
。

故
に
今
の
律
令
、
大
功
己
上
は
相
い
容
隠
し
得
、
都
保
は
罪
の
相
い
及
ぶ
こ
と
有
る
は
是
な
り
。
(
『
向
書
』
康
詰
孔
疏
所
引
)

容
隠
の
封
象
が
贋
が
れ
る
に
つ
れ
、
同
居
者
は
次
第
に
連
坐
の
責
任
か
ら
は
解
放
さ
れ
て
い
き
、
同
居
が
連
坐
の
範
園
と
な
る
賓
行
可
能
性
も

失
わ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
遂
に
唐
律
で
は
「
同
居
相
矯
隠
」
と
い
う
係
日
が
立
て
ら
れ
た
。

諸
そ
同
居
、
も
し
く
は
大
功
以
上
の
親
、
及
ぴ
外
祖
父
母
・
外
孫
、
も
し
く
は
孫
の
婦
・
夫
の
兄
弟
及
ぴ
兄
弟
の
妻
、
罪
あ
り
て
相
い
矯

に
隠
す
。

疏
議
し
て
日
く
、
同
居
と
は
同
居
共
財
を
謂
う
。
籍
の
同
異
を
限
ら
ず
。
無
服
の
者
と
難
も
並
び
に
日
疋
な
り
。
(
『
唐
律
琉
議
』
名
例
律
)

唐
律
で
は
、
た
と
え
大
功
以
上
の
親
及
び
列
奉
さ
れ
て
い
る
親
族
で
は
な
く
と
も
、
全
て
の
同
居
者
は
罪
を
隠
す
権
利
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
。

秦
漢
律
か
ら
唐
律
に
至
る
ま
で
に
は
数
百
年
も
の
時
を
経
て
お
り
、
連
坐
制
に
大
き
な
制
捜
化
が
起
き
て
い
た
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
が
、
唐

律
に
お
い
て
同
居
が
「
隠
」
の
範
園
と
さ
れ
る
こ
と
は
秦
漢
律
に
お
い
て
同
居
が
「
告
」
の
範
固
と
さ
れ
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し

L

Z
ミ

O

、
才
手
匂
し

つ
ま
り
大
部
分
の
同
居
者
は
近
親
者
と
し
て
容
隠
を
得
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
れ
か
ら
除
外
さ
れ
た
同
居
者
も
い
た
は
ず
で
あ
る
。
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伍
保
の
連
坐
が
制
度
と
し
て
存
在
す
る
状
況
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
同
居
者
は
連
坐
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
疑
問
が
自
然
と
生
ま
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
「
同
居
相
矯
隠
」
は
同
居
の
告
護
責
任
を
明
確
に
解
消
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

(
叫
)

か
と
思
わ
れ
る
。

唐
律
に
お
け
る
連
坐
制
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
縁
坐
は
親
族
関
係
を
封
象
と
し
て
お
り
、
重
大
犯
罪
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
個
別
の

候
文
で
定
め
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
秦
漢
律
と
同
じ
で
あ
る
。
「
賊
盗
律
」
に
「
縁
坐
非
同
居
」
と
い
う
候
項
が
あ
る
こ
と
も
縁
坐
と

同
居
の
範
圃
が
一
致
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
「
却
し
同
伍
保
の
内
、
家
に
在
り
て
犯
あ
り
。
知
し
て
糾
せ
ざ
る
者
、
死
罪
は
徒
一

年
、
流
罪
は
杖
一
百
、
徒
罪
は
杖
七
十
」
(
「
闘
訟
律
」
)
と
あ
る
よ
う
に
、
伍
保
の
連
坐
に
は
「
在
家
」
と
「
知
」
と
い
う
こ
つ
の
候
件
が
加
え
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ら
れ
て
お
り
、
本
格
的
な
連
坐
制
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
身
近
で
監
覗
・
告
護
す
る
と
い
う
本
質
は
秦
漢
律
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
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る
に
達
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
秦
漢
律
で
は
常
に
伍
人
と
併
記
さ
れ
て
い
る
同
居
は
、
鼠
に
こ
う
し
た
監
頑
・
告
護
の
責
任
か
ら
は
解

放
さ
れ
て
い
た
。

と
は
い
え
、
同
居
を
封
象
と
す
る
連
坐
が
完
全
に
消
失
し
て
し
ま
っ
た
と
も
言
え
な
い
。
買
は
唐
律
に
は
以
下
の
一
僚
が
あ
る
の
で
あ
る
。

諸
そ
墨
毒
を
造
畜
し
、
及
び
数
令
し
た
る
者
は
絞
。
造
畜
し
た
る
者
の
同
居
の
家
口
、
情
を
知
ら
ず
と
難
も
、
も
し
く
は
里
正
、
知
り
て

糾
さ
ざ
る
者
は
、
皆
流
三
千
里
。
:
:
:
印
し
畠
毒
を
以
て
同
居
を
毒
し
た
る
者
は
、
毒
せ
ら
れ
た
る
の
人
・
そ
の
父
母
・
妻
妾
・
子
孫
、

墨
を
造
る
の
情
を
知
ら
ざ
る
者
は
坐
せ
ず
。
(
『
唐
律
琉
議
』
賊
盗
律
)

他
の
縁
坐
が
み
な
親
族
闘
係
に
よ
っ
て
縁
坐
の
範
園
を
規
定
し
て
い
る
の
に
封
し
、
な
ぜ
造
畜
再
開
室
母
の
場
合
に
の
み
同
居
家
口
が
連
坐
の
範
園

と
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
な
ぜ
同
居
家
口
が
知
情
で
な
く
と
も
連
坐
を
克
れ
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
疏
議
」

。」、l
 
島
盤
毒
の
家
口
は
、
赦
に
舎
、
つ
も
猫
お
流
す
。
其
の
情
を
知
る
に
渉
る
を
恐
れ
、
所
以
に
例
住
ま
る
を
聴
さ
ず
。
(
『
唐
律
疏
議
』
賊
盗
律
)
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と
あ
る
説
明
か
ら
す
れ
ば
、
同
居
者
は
事
情
を
知
っ
て
い
る
と
仮
定
さ
れ
て
お
り
、
不
知
を
言
い
諜
と
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
窺

え
る
。
た
だ
し
同
居
者
も
被
害
者
で
あ
る
場
合
に
の
み
不
知
は
認
め
ら
れ
、
連
坐
を
克
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
造
畜
盈
毒
は
そ
の
同
居

者
に
知
ら
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
た
め
、
同
居
者
も
共
犯
に
近
い
者
と
し
て
罰
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
威
嚇
を
目
的
と
し
て
近
親
者
に
累
を
及
ぼ
す

謀
反
・
大
逆
な
ど
の
縁
坐
罪
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

本
稿
で
論
誼
し
た
よ
う
に
、
秦
漢
律
に
お
い
て
同
居
が
連
坐
す
る
罪
は
費
量
す
る
見
込
み
が
あ
る
罪
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
、
唐
律
の
こ

つ
ま
り
造
畜
盛
毒
や
籍
、
盗
・
盗
鐸
銭
は
い
ず
れ
も
確
た
る
罪
詮
が
家
に
あ
り
、

(
一
品
)

同
居
に
知
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
同
居
の
責
任
を
重
ん
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
連
坐
と
「
知
」
の
闘
係
に
つ
い
て
も

の
候
文
に
よ
っ
て
傍
詮
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
候
丈
は
示
唆
的
で
あ
る
。
は
じ
め
に
連
坐
の
定
義
を
行
っ
た
際
、

ひ
と
ま
ず
連
坐
者
が
知
情
で
あ
る
場
合
は
排
除
し
て
お
い
た
が
、
巌
密

に
い
え
ば
、
「
知
」
を
候
件
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
則
ち
連
坐
者
が
知
情
で
あ
る
こ
と
を
奉
詮
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
知



情
の
詮
明
は
そ
れ
ほ
ど
簡
草
で
は
な
く
、
も
し
知
情
を
候
件
と
し
た
ら
、
不
知
を
理
由
に
刑
罰
を
克
れ
る
こ
と
は
容
易
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

う
な
れ
ば
監
頑
機
能
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
同
居
と
伍
人
の
場
合
は
生
活
の
場
が
近
接
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
犯
罪
が
護
生
し
た
際
に
は
知
情
で
あ
る
こ
と
を
自
明
と
し
、
こ
の
前
提
に
お
い
て
刑
罰
を
設
定
す
る
。

つ
ま
り
秦
漢
律

に
お
け
る
同
居
・
伍
人
の
連
坐
は
、
知
情
で
は
な
い
者
に
告
護
を
強
要
し
、
強
制
的
に
刑
罰
を
下
す
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
知
情
と
認
定

さ
れ
る
者
が
告
護
し
な
い
こ
と
に
封
し
て
懲
罰
を
輿
え
る
も
の
だ
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

お

わ

り

従
来
同
居
の
連
坐
は
縁
坐
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
結
果
か
ら
す
れ
ば
確
か
に
そ
う
と
も
言
え
る
が
、
原
理
か
ら
す
れ
ば
同
居
の
連
坐
は
縁
坐

と
は
裁
然
と
匝
別
さ
れ
て
お
り
、
寧
ろ
伍
人
の
連
坐
と
似
通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
第
一
に
、
縁
坐
は
妻
子
・
父
母
・
同
産
と
い
う
血
縁
的
闘
係

で
封
象
を
決
め
る
が
、
伍
人
と
同
居
の
連
坐
は
住
居
関
係
を
表
す
戸
籍
で
封
象
を
決
め
る
。
第
二
に
、
縁
坐
は
闘
係
そ
の
も
の
を
連
坐
の
原
因

29 

と
す
る
が
、
伍
人
と
同
居
の
連
坐
は
罪
を
告
護
し
な
い
こ
と
こ
そ
連
坐
の
原
因
と
す
る
。
第
一
一
一
に
、
縁
坐
は
犯
罪
者
を
縁
坐
で
威
嚇
す
る
こ
と

に
目
的
が
あ
る
が
、
伍
人
と
同
居
の
連
坐
は
犯
罪
者
の
周
園
の
人
聞
に
自
身
に
封
す
る
連
坐
を
以
て
威
嚇
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
。
第
四
に
、

縁
坐
は
巌
重
な
罪
に
下
さ
れ
る
が
、
伍
人
と
同
居
の
連
坐
は
比
較
的
護
貸
し
や
す
い
罪
に
下
さ
れ
る
。
第
五
に
、
縁
坐
に
は
死
刑
ま
た
は
身
分

刑
、
則
ち
重
刑
が
下
さ
れ
る
が
、
伍
人
と
同
居
の
連
坐
に
は
比
較
的
軽
い
刑
が
下
さ
れ
、
財
産
刑
の
場
合
が
多
い
。

縁
坐
の
封
象
が
「
闘
係
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
戸
籍
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が
、

「
同
居
所
嘗
坐
」
「
戸
震
同
居
」
を
ど
の
よ
う
に
解
稗
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
が
残
っ
て
い
た
。
本
稿
で
縁
坐
と
同
居
の
連
坐
が
範

轄
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
縁
坐
が
戸
籍
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
不
易
の
論
に
な
っ

29 

た
と
思
わ
れ
る
。
賓
際
に
法
律
に
お
け
る
親
族
聞
の
権
利
義
務
は
全
て
個
人
を
中
心
と
す
る
相
釘
関
係
で
規
範
化
さ
れ
、
戸
籍
の
よ
う
な
枠
組

(
判
)

み
で
切
断
し
た
り
組
織
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
戸
籍
に
載
せ
ら
れ
る
戸
が
法
律
上
ど
の
よ
う
な
性
格
や
作
用
を
持
っ
て
い
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た
の
だ
か
に
つ
い
て
は
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
同
居
の
連
坐
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
以
上
に
示
し
た
よ
う
に
、
同

居
の
連
坐
は
伍
人
の
連
坐
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
れ
は
同
居
の
連
坐
が
伍
人
の
連
坐
と
同
時
に
考
案
さ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
所
属
す
る
戸
で
犯
罪
が
起
こ
っ
た
場
合
、
及
ぴ
所
属
す
る
伍
の
う
ち
、
自
身
の
戸
を
除
い
た
他
の
四
戸
で
犯
罪
が
起
こ
っ
た
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
に
同
居
の
連
坐
と
伍
人
の
連
坐
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
共
に
地
理
関
係
か
ら
想
定
さ
れ
、
基
層
の
組
織
を
利
用
し
た
枇

曾
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段
だ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
戸
は
伍
の
下
に
あ
り
、
最
も
末
端
の
地
縁
的
車
位
・
行
政
的
車
位
と
し
て
把
握
さ
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戸
を
簡
単
に
「
家
」
と
同
定
し
、
こ
の
一
面
を
無
覗
す
る
こ
と
は
、
危
険
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
秦

互
作
用
も
今
後
の
課
題
だ
ろ
う
。

漢
時
代
の
家
族
法
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
閲
係
に
よ
る
秩
序
と
戸
籍
に
よ
る
秩
序
の
雨
立
は
意
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
そ
の
相

註(
1
)

宇
都
宮
清
吉
「
漢
代
に
於
け
る
家
と
豪
族
」
(
『
史
林
』
二
四
二
、

一
九
三
九
年
)
、
守
屋
美
都
雄
「
漠
代
家
族
の
型
樫
に
関
す
る
試
論
」

(
『
史
皐
雑
誌
』
五
二
六
、
一
九
四
一
年
)
、
牧
野
巽
「
漠
代
の
家

族
形
態
」
(
同
氏
『
支
那
家
族
研
究
』
生
活
合
、
一
九
四
四
年
)

0

(
2
)

本
稿
で
引
用
し
て
い
る
「
秦
律
十
人
種
」
「
秦
律
雑
抄
」
「
法
律
答

問
」
「
封
診
式
」
の
簡
番
披
や
整
理
者
の
解
稗
は
、
『
睡
虎
地
秦
墓
竹

筒
』
(
文
物
出
版
社
、
一
九
九
O
年
)
に
従
う
。

(
3
)

冨
谷
百
七
「
連
坐
制
の
諸
問
題
」
(
同
氏
『
秦
漠
刑
罰
制
度
の
研

究
』
同
朋
合
、
一
九
九
八
年
)
o

本
稿
で
引
用
す
る
冨
谷
氏
の
説
は

全
て
こ
の
論
文
を
参
照
。

(
4
)

鈴
木
直
美
「
戦
園
秦
の
連
坐
」
(
『
明
大
ア
ジ
ア
史
論
集
三
』
、
一

九
九
八
年
)
、
李
均
明
「
張
家
山
漢
筒
《
牧
律
》
奥
家
族
連
坐
」

(
『
文
物
』
二

0
0
二
九
)
、
石
岡
浩
「
牧
制
度
の
廃
止
に
み
る
前

漢
文
帝
刑
法
改
革
の
設
端
|
|
爵
制
の
混
乱
か
ら
刑
罰
の
破
綻

|
|
」
(
『
歴
史
的
学
研
究
』
八
O
五
、
二

O
O
五
年
)
、
宮
宅
潔
「
有

期
労
役
刑
髄
系
の
形
成
|
|
「
二
年
律
令
」
に
見
え
る
渓
初
の
労
役

刑
を
手
が
か
り
に
し
て
|
|
」
(
『
東
方
皐
報
』
京
都
七
八
、
二

0
0

六
年
)
、
角
谷
常
子
「
秦
漢
時
代
に
お
け
る
家
族
の
連
坐
に
つ
い
て
」

(
『
江
陵
張
家
山
二
四
七
披
墓
出
土
漠
律
令
の
研
究
論
考
篇
」
朋

友
書
出
、
二

O
O
六
年
)
、
水
聞
大
輔
「
秦
律
・
漢
律
に
お
け
る
連

坐
制
」
(
同
氏
『
秦
漠
刑
法
研
究
」
知
泉
書
館
、
二
O
O
七
年
)

0

(
5
)

水
関
上
掲
論
文
参
照
。

(
6
)

本
稿
の
所
謂
「
血
縁
関
係
」
は
婚
姻
関
係
も
合
ん
で
い
る
。

(
7
)

角
谷
前
掲
論
文
。
本
稿
で
引
用
し
て
い
る
角
谷
氏
の
説
は
全
て
こ

の
論
文
を
参
照
。

(
8
)

『
漢
書
』
且
一
埴
錯
惇
「
大
逆
無
道
、
錯
首
要
斬
、
父
は
妻
子
同
産
無

30 
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少
長
皆
棄
市
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
冨
久
口
前
掲
論
文
を
参
照
。

(
9
)

角
谷
前
掲
論
文
を
参
照
。

(
日
)
耶
義
田
「
秦
或
西
漢
初
和
姦
案
中
所
見
的
親
属
倫
理
闘
係
|
|
江

陵
張
家
山
二
四
七
競
墓
《
奏
議
書
》
筒
一
八

O

一
九
六
考
論
」

(
『
惇
統
中
園
法
律
的
理
念
奥
賓
践
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所
、
二

O
O
八
年
)

0

(
日
)
「
父
殺
傷
人
及
奴
妾
」
の
「
人
」
を
他
人
と
す
る
説
も
あ
る
が
、

こ
れ
が
家
罪
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
子
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
「
人
」
と
い
う
の
は
「
奴
規
」
と
封
比
す
る
た
め
だ
ろ
う
。

子
を
「
人
」
と
い
う
例
は
「
克
老
告
人
不
孝
」
(
「
法
律
谷
間
」
一

O

一
一
)
に
も
見
え
る
。
な
お
た
だ
の
他
人
を
強
調
す
る
場
合
、
律
は

「
七
人
」
で
表
す
。
例
え
ば
「
賊
殺
傷
・
盗
乞
人
矯
公
室
」
(
「
法
律

答
問
」
一

O
三」)。

(
ロ
)
鈴
木
直
美
「
黒
耶
秦
簡
に
み
る
秦
の
戸
口
把
握
|
|
同
居
・
室
人

再
考
|
|
」
(
『
束
洋
学
報
』
八
九
四
、
二
O
O
八
年
)

0

(
日
)
例
え
ば
「
法
律
答
問
」
一
五
|
一
六
「
夫
盗
二
百
銭
、
妻
所
陪
百

一
十
、
可
(
何
)
以
論
妻
。
妻
知
日
(
知
)
夫
盗
、
以
百
一
十
局
盗
。

弗
知
日
(
知
)
、
潟
守
戚
(
臓
)
」
、
ま
た
「
法
律
答
問
」
一
四
「
夫
、
盗

千
銭
、
妻
所
匿
三
百
、
可
(
何
)
以
論
妻
。
妻
智
(
知
)
夫
総
而
匿

之
、
告
回
以
三
百
論
潟
盗
。
不
智
(
知
)
、
気
牧
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

秦
律
に
は
「
二
罪
従
重
」
と
い
う
原
則
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
前

者
の
場
合
、
犯
行
を
知
ら
な
い
妻
は
守
臓
に
あ
た
り
、
後
者
の
場
合

は
不
知
の
妻
も
守
臓
に
あ
て
る
べ
き
だ
が
、
牧
は
守
臓
罪
よ
り
も
厳

重
で
あ
る
た
め
、
守
賊
罪
は
兎
除
さ
れ
る
。
従
っ
て
「
法
律
答
問
」

七
七
に
い
う
妻
子
も
状
と
質
一
甲
を
同
時
に
下
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
。

(
比
)
池
出
雄
一
「
睡
虎
地
山
土
竹
筒
に
み
え
る
伍
制
」
(
同
氏
『
中
園

古
代
の
緊
落
と
地
方
行
政
」
汲
古
書
院
、
二

O
O
二
)

0

(日
)

K
二
七

-
K
一
/
二
五
/
五

0
・
K
四
二
/
四
六

-
K
三
六
。

『
里
耶
愛
掘
報
告
』
岳
麓
書
一
吐
、
二

O
O七
年
。

(
凶
)
一
六
(
八
一
二
三
八
)
・
一
九
(
八
一
七
)
・
二
八
(
八
一

六
二
九
)
・
三
四
(
九
ー
五
六
六
)
。
張
春
龍
「
里
耶
秦
筒
所
見
的
戸

籍
和
人
口
管
理
」
(
『
旦
耶
古
城
・
秦
筒
奥
秦
文
化
研
究
』
科
皐
出
版

壮
、
二

O
O
九
年
)

0

(
U
)

た
だ
「
二
年
律
令
」
二
六
O

二
六
二
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

カ
の
「
列
・
伍
長
」
は
「
列
長
・
伍
人
」
の
誤
り
か
も
し
れ
な
い
。

(
凶
)
ア
「
伍
人
、
戸
一
盾
」
は
明
ら
か
に
前
文
の
「
弗
告
」
を
省
略
し

て
い
る
。

(
日
)
鈴
木
直
美
注
(
4
)
前
掲
論
文
。

(
初
)
一
口
同
谷
前
掲
論
文
を
参
照
。
氏
の
推
論
は
「
法
律
答
問
」
の
例
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
二
年
律
令
」
一
二
七
の
出
現

に
よ
っ
て
詮
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(
幻
)
同
N
b
2
h氏
は
「
律
日
山
県
総
同
法
、
有
(
又
)
日
輿
同
罪
。
此
二

物
。
其
同
居
・
典
・
位
嘗
坐
之
、
云
輿
同
罪
。
云
反
其
罪
者
、
弗
嘗

坐
」
と
い
う
句
請
を
提
示
し
て
お
り
、
そ
れ
も
考
慮
に
値
す
る
が
、

現
存
の
律
文
に
合
わ
せ
て
満
足
の
い
く
解
務
方
法
は
な
お
得
ら
れ
て

い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
反
其
罪
」
に
封
す
る
理
解
は
婆
わ
ら

な
い
。
ヘ
同
e
h
J
m
同
N
h
E
gム
ー
河
内
ミ

N
E
W
S
ミ
(
u
b
s
r
g
入山お人同言。

NQ同
町
九
げ
Y
6
E
E
E
S
A
¥
同
町
む
と
お
ト
ぬ
と
き
に
』
込
E
E
h
円、RHHN2

H出
NhNE
。
¥
忠
、

hwwa人
〔

U
S
Eミ
NwenubNhgdqミ
S
吋
刊
誌

N言
語
h
H
Uヨ
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L
P
Q
R
R
同
ど
も
お
N
N
U
3
H
h
H
W
N
R
S
N
U
W仇
(
「

2
L
B
何

同
匂
∞
印
)
リ
官
官

H
N印
同

日

。

(
幻
)
「
二
年
律
令
」
に
よ
れ
ば
、
訣
告
の
場
合
は
「
各
反
罪
之
」
(
一
一

六
)
、
「
詮
不
一
一
百
情
」
(
一
一

O
)
及
び
「
謹
一
訊
人
潟
詐
僑
」
(
一
一

二
の
場
合
は
「
各
以
其
所
出
入
罪
反
罪
之
」
と
さ
れ
る
。
後
者
二

つ
も
連
坐
す
べ
き
で
は
な
い
「
反
其
罪
」
に
相
常
す
る
と
考
え
ら
れ

る。

(
お
)
「
通
銭
」
は
張
世
超
・
張
玉
春
「
通
銭
解
」
(
『
士
円
籍
整
理
研
究
皐

刊
』
一
九
八
六
四
)
に
従
い
、
「
貨
幣
を
密
輪
す
る
こ
と
」
と
諾

す
る
。

(
江
)
杜
一
止
勝
「
編
戸
奔
民
|
|
惇
統
政
治
世
舎
結
構
之
形
成
』
(
聯
経

出
版
、
一
九
九

O
年
)
二
二
六
!
一
三
七
頁
。

(
お
)
ア
l
エ
の
誇
は
前
出
で
あ
る
。

(
お
)
不
告
に
よ
り
連
坐
す
る
者
に
は
、
な
お
軍
隊
中
の
徒
食
・
屯
長
・

僕
射
・
同
車
食
・
署
君
子
・
将
吏
(
「
秦
律
雑
抄
」
一
一
一
五
・

三
四
・
三
五
三
六
・
「
二
年
律
令
」
四
九
四
四
九
五
)
及
び
市

津
中
の
列
長
・
伍
長
(
「
秦
律
十
人
種
」
六
八
・
「
二
年
律
令
」
二
六

O

一
工
会
乙
が
い
る
。
屯
長
・
僕
射
・
将
吏
及
び
列
長
・
伍
長
は

正
・
典
に
似
て
お
り
、
基
層
の
管
理
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
徒

食
・
同
車
食
は
一
緒
に
軍
糧
を
受
給
さ
れ
る
仲
間
で
あ
り
、
署
君
子

は
宿
衡
の
管
理
者
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
犯
行
に
気
づ
き
ゃ
す
い
身
近

な
人
で
あ
る
。

(
幻
)
例
え
ば
同
Nhp
内
号
、
前
掲
書
は
「
周
忌
守
宅
、

S
人
む
~
目
。
忌
司

3
2
2」

と
誇
し
て
お
り
(
甘
口
色
、
冨
谷
氏
は
「
犯
罪
一
般
」
に
相
賞
す

る
と
考
え
て
い
る
。

し『

ヒd
H -

(
お
)
た
だ
し
「
小
隷
臣
妾
可
使
者
五
入
賞
工
一
人
」
(
「
秦
律
十
人
種
」

一
O
九
)
と
あ
る
よ
う
に
「
l
に
相
賞
す
る
」
と
い
う
意
味
で

「
嘗
」
字
を
使
う
こ
と
が
あ
る
。

(
却
)
「
法
律
答
問
」
一

O
四
「
子
告
父
母
、
臣
妾
告
主
、
非
公
室
告
、

勿
聴
o
」

(ω)
「
二
年
律
令
」
一
一
二
三
「
子
告
父
母
、
婦
告
威
公
、
奴
婚
告
主
・

主
父
母
妻
子
、
勿
聴
而
棄
告
者
市
。
」

(
訂

)

K
四
・
四
九
(
八
|
一
五
七
二
一
)
・
五

O
(九
|
一
一
一
一
一
八
)

0

『里

耶
護
掘
報
告
」
と
張
春
龍
前
掲
論
文
を
参
照
。
こ
の
三
例
は
全
て

「
大
女
子
」
で
は
あ
る
が
、
そ
の
官
何
回
呉
は
不
鮮
明
も
し
く
は
未
公
表

な
の
で
、
「
隷
」
が
女
性
の
身
分
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
保
留

と
す
る
。

(
沼
)
睡
虎
地
秦
簡
に
お
い
て
臣
安
か
ら
の
告
訴
が
無
数
に
な
る
規
定
は

非
公
室
告
だ
け
に
見
え
る
が
、
公
主
告
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
考

、える。

(
お
)
「
母
を
一
つ
に
す
る
も
の
」
と
い
う
解
轄
は
、
父
子
関
係
も
同
居

で
表
れ
る
こ
と
と
衝
突
し
て
お
り
、
更
に
は
戸
籍
に
は
賓
母
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
で
も
疑
問
で
あ
る
。
故
に
「
母
」
字
は

誤
字
や
仮
借
で
あ
る
と
考
え
る
。
代
案
と
し
て
、
佐
竹
靖
彦
氏
は
戸

母
を
戸
貫
、
一
円
田
谷
氏
は
戸
闘
・
戸
牡
と
い
う
説
を
提
示
し
て
い
る
。

佐
竹
清
彦
「
泰
一
闘
の
家
族
と
尚
軟
の
分
異
令
」
(
『
史
林
』
六
二
了
一
、

一
九
八

O
年
)
。
同
誌
ぞ
急
前
掲
書
は
佐
竹
説
を
、
戸
貫
の
用
例
が

五
世
紀
に
初
出
す
る
こ
と
を
理
由
に
不
口
定
し
て
い
る
(
宮
口
匂
)

0

た

だ
し
「
封
診
式
」
毒
一
二
口
に
は
「
名
事
関
(
貰
に
通
じ
る
こ
と
い
う

表
現
が
あ
り
、
明
ら
か
に
「
名
事
旦
」
に
相
常
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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秦
漢
に
お
い
て
も
「
閥
」
「
貫
」
が
戸
籍
所
属
に
閥
わ
る
表
現
で
あ

る
こ
と
が
窺
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
佐
竹
説
を
直
ち
に
否
定
す
る
必

要
も
な
い
と
考
え
る
。

(
斜
)
太
出
幸
男
「
戦
闘
期
秦
の
家
族
動
態
と
商
軟
時
制
定
法
|
|
『
雲
夢
秦

筒
』
の
分
析
を
通
し
て
|
|
」
(
同
氏
『
中
園
古
代
図
家
形
成
史
論
』

汲
古
書
院
、
二

O
O
七
年
)
、
鷲
尾
祐
子
「
秦
の
「
戸
」
「
同
居
」

「
室
人
」
に
つ
い
て
|
|
秦
に
お
け
る
図
家
と
血
縁
集
園
|
|
」

(
『
中
園
士
円
代
史
論
叢
』
四
、
二

O
O七
年
)
、
鈴
木
注
(
ロ
)
前
掲
論

文。

(
お
)
松
崎
つ
ね
子
「
睡
虎
地
秦
筒
よ
り
み
た
秦
の
家
族
と
園
家
」
(
『
中

園
士
円
代
史
研
究
第
五
』
雄
山
閣
、
一
九
八
二
年
)
、
堀
敏
会
「
中
園

古
代
の
家
と
戸
」
(
同
氏
『
中
園
古
代
の
家
と
集
落
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
六
年
)
、
鈴
木
注
(
ロ
)
前
掲
論
文
、
角
谷
前
掲
論
文
。

(
お
)
士
円
賀
登
「
肝
悶
制
下
の
家
族
・
什
伍
・
閏
旦
」
(
同
氏
『
漢
長
安

城
と
肝
間
・
豚
郷
亭
皇
制
度
」
雄
山
閣
、
一
九
八

O
年
)
、
佐
竹
・

冨
谷
各
前
掲
論
文
。
ま
た
同
肘
を
集
固
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
太

田
・
鷲
尾
各
前
掲
論
文
も
こ
の
類
に
開
局
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

(
釘
)
太
出
氏
・
ヰ
ア
在
碩
氏
の
日
主
目
に
よ
る
研
究
は
参
考
に
値
す
る
。
太

同
幸
男
「
「
雲
夢
秦
筒
』
日
書
に
み
え
る
「
室
」
・
「
戸
」
・
「
同
居
」

に
つ
い
て
」
(
同
氏
前
掲
書
)
、
予
在
碩
「
睡
虎
地
〈
日
童
H

〉
所
見

「
室
」
的
結
構
奥
戦
園
末
期
秦
的
家
族
類
型
」
(
『
中
園
史
研
究
』
一

九
九
五
三
)

0

(
お
)
鈴
木
注
(
ロ
)
前
掲
論
文
。

(
ぬ
)
牧
野
・
冨
久
口
・
宮
宅
・
角
谷
各
前
掲
論
文
参
照
。
ま
た
敦
憧
馬
圏

神
円
漠
筒
D
九
八
三
に
は
「
亡
入
旬
奴
・
外
蜜
夷
、
守
棄
亭
郭
逢
隊
者

不
堅
守
、
降
之
、
及
従
塞
徽
外
来
経
而
賊
殺
之
、
皆
要
斬
、
妻
子
耐

一
馬
司
冠
・
作
如
」
と
あ
る
。
馬
圏
湾
の
紀
年
体
聞
は
宣
帝
期
か
ら
新
に

至
り
、
も
し
こ
れ
が
賞
時
の
現
行
法
で
あ
れ
ば
、
文
帝
の
改
革
を
経

て
も
族
刑
で
は
な
い
縁
坐
が
な
お
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
甘

粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
敦
憧
漢
筒
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
一

年
)
を
参
照
。

(ω)
古
賀
前
掲
論
文
。

(
叫
)
『
史
記
』
高
組
本
紀
張
長
注
。

(
必
)
鈴
木
氏
は
こ
の
律
は
「
非
公
室
告
」
の
場
合
に
限
定
さ
れ
、
秦
律

に
一
致
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
縁
坐
や
収
が
一
段
除

さ
れ
な
い
限
り
、
容
隠
の
承
認
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
。
鈴
木
直
美
「
睡
虎
地
秦
簡
「
公
室
告
」
再
論
|
|
秦
律
に
お
け

る
親
子
の
「
閥
係
」
と
公
的
秩
序
|
|
」
(
『
古
代
文
化
』
六
一
一
、

二
O
O九
年
)
o

容
隠
は
本
首
に
縁
坐
・
肢
と
共
存
で
き
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
縁
坐
は
重
大
犯
罪
に
限
定
さ
れ
、
容
隠
の
例
外
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
は
、
賓
は
唐
律
と
同
じ
で
あ
る
。
問
題
は

一
般
犯
罪
に
下
さ
れ
る
牧
に
あ
る
。
確
か
に
子
と
し
て
牧
さ
れ
る
も

の
は
、
告
設
を
以
て
牧
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
淫
ム
叩
に
身
を

委
ね
る
し
か
な
い
。
子
の
告
設
を
禁
止
し
な
く
と
も
、
十
歳
以
下
の

子
供
は
告
愛
す
る
権
利
を
有
し
て
お
ら
ず
、
結
局
は
牧
を
兎
れ
ら
れ

な
い
。
つ
ま
り
牧
の
解
除
手
段
は
も
と
も
と
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

子
は
奴
規
・
財
産
の
よ
う
に
人
格
を
持
た
な
い
存
在
と
し
て
見
な
さ

れ
て
し
ま
う
。
牧
が
批
判
さ
れ
改
革
さ
れ
る
釘
象
に
な
っ
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
た
め
だ
ろ
う
。
一
方
「
夫
有
罪
、
妻
告
之
、
除
子
牧
及

論
」
(
「
二
年
律
令
」
一
七
六
)
と
あ
る
よ
う
に
、
妻
が
告
愛
に
よ
っ
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て
牧
を
兎
れ
る
の
は
告
設
と
い
う
行
潟
で
夫
妻
関
係
が
肢
に
崩
壊
し

た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
原
文
に
「
非
公
室

告
」
と
い
う
限
定
候
件
が
な
い
以
上
は
、
原
文
に
忠
賓
に
従
い
た
い
。

(
必
)
『
通
典
』
巻
六
九
に
は
「
仲
箭
断
日
:
:
:
春
秋
之
義
、
父
矯
子
際
、

甲
宜
匿
乙
。
詔
不
首
坐
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
が
事
賓
で
あ

れ
ば
、
武
帝
期
に
は
肢
に
子
の
首
匿
は
無
罪
と
な
っ
て
お
り
、
地
節

四
年
詔
の
「
上
請
廷
尉
以
開
」
よ
り
も
寛
容
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
れ
が
嘗
時
の
律
令
で
あ
る
か
否
か
は
な
お
検
討
の
絵
地
が

あ
る
。

(
叫
)
無
論
、
秦
漠
律
か
ら
唐
律
に
か
け
て
、
同
居
と
い
う
も
の
は
決
し

て
饗
化
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
秦
漠
律
で
は
同
肘
は
戸
籍
で

定
義
さ
れ
る
が
、
唐
律
で
は
同
居
は
「
不
限
籍
之
同
異
」
、
つ
ま
り

戸
籍
と
関
係
が
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
同
肘
の
定
義
が
饗
化
し
た
と

い
う
よ
り
も
寧
ろ
戸
の
定
義
が
愛
化
し
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
同

居
は
相
嬰
わ
ら
ず
生
活
集
圏
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
釘
)
唐
律
「
同
居
相
潟
隠
」
候
「
琉
議
日
、
仮
有
鋳
銭
及
盗
之
類
、
事

須
掩
碕
追
牧
、
途
漏
露
其
事
。
及
樋
語
消
息
、
謂
報
罪
人
所
掩
撮
之

事
、
令
得
隠
避
逃
亡
。
潟
通
相
陰
、
故
亦
不
坐
」
で
は
、
同
居
不
坐

の
例
と
し
て
鋳
銭
と
盗
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
議
擦
を
隠

滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
現
段
階
で
知
ら

れ
て
い
る
、
秦
漢
律
に
お
い
て
同
居
が
連
坐
さ
せ
ら
れ
る
罪
は
、
ま

さ
に
盗
簿
銭
と
盗
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
い
え
る
だ
ろ
う

ふ
M

(
必
)
「
関
係
」
と
い
う
覗
黙
は
近
年
、
角
谷
氏
・
鈴
木
氏
に
よ
り
再
論

速
さ
れ
て
い
る
。
角
谷
前
掲
論
文
、
鈴
木
注
(
必
)
前
掲
論
文
。
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COLLECTIVE RESPONSIBILITY OF CO-INHABITANTS 

UNDER THE LEGAL CODES OF QIN AND HAN 

Lru Hsinning 

The collective responsibility of co-inhabitants [O]JiS- has heretofore been consid­

ered as referring to that of blood relatives. Judging from actual outcomes, this can 

be said to have been the case, but in principle collective responsibility of co­

inhabitants is clearly distinct from familial responsibility, and is instead similar to 

the collective responsibility of members of the group of five fii A . First, familial 

collective responsibility was determined by blood relations - wife and children, 

parent and siblings, but the collective responsibility of the members of the group 

of five or co-inhabitants was determined by a shared residential relationship repre­

sented by the register of Hu P *i. Second, in the case of the collective responsi­

bility of the family, the relationship itself was the source of collective responsibil­

ity, but in the case of the collective responsibility of the five-person group or co­

inhabitants, the source of the collective responsibility was precisely the fact that 

the crime was not prosecuted. Third, in the case of familial collective responsibil­

ity, the goal was to intimidate the criminal through collective responsibility of fami­

ly members, the goal in the case of collective responsibility of the group of five or 

co-inhabitants was to threaten those people in proximity to the criminal with col­

lective responsibility. Fourth, collective familial punishment was issued in cases of 

severe crimes, but collective responsibility of the group of five residing or co­

inhabitants was issued for relatively easily discovered crimes. Fifth, in familial col­

lective responsibility, capital punishment or punitive reduction of social status, in 

other words, severe punishment was issued, but in the case of the collective re­

sponsibility of the group of five or co-inhabitants, the punishment issued was rel­

atively light and often consisted of monetary fines. 

Judging from the above, it is clear that maintaining the theory that the collec­

tive responsibility of the family was determined by the scope of the register of Hu 

is untenable due to confusion over the collective responsibility of the family and 

that of those who shared a residence. As for the rights and duties among families 

in Qin and Han legal codes, all were modeled on mutual relations centered on the 

individual and were not a discrete system that was organized like the register of 

Hu. It is necessary to re-examine just what the character and effect of Hu P had 
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in terms of the legal system, and the collective responsibility of those in a shared 

residence is highly suggestive. The collective responsibility of a shared residence, 

in other words, of those registered in the same Hu can be deemed collective re­

sponsibility based on spatial proximity rather than on shared blood. In this case, 

Hu can probably be best understood as subsumed under the unit of five and as the 

smallest unit of a spatial character. Regarding Hu as identical with the family 

ignores this aspect and must be termed scholastically dangerous. 

THE REVIVAL AND DEVELOPMENT OF THE TURK QArANATE 

IN THE GOBI DESERT DURING THE TANG DYNASTY 

SUZUKI K6setsu 

While employing the results of previous research, this article relies on the re­

sults from archaeological sites in the Yinshan Mountains range to make a geo­

graphical determination of Qara qum (Ch. Heisha ~i:.J;), one of the strongholds of 

the Second Turk Qayanate. As a result, I was able to conclude that Qara qum, the 

cradle of the Second Qayanate, was located within a 50 kilometer radius of the 

town of Bailingliao 8~@1 in the upper basin of the Aybugha-in-gol (the Aybugha 

River) 51.:/G:!rirlJ that flows through Darhan Muminggan United Banner ~m~a; 

13Jl12~9Hr:Mt in the Inner Mongolia Autonomous Region. Next, on the basis of this 
conclusion and a re-reading of mid-8th century Old Turkic Inscriptions (the Inscrip­

tion of Tofiuquq), I was able to confirm on the basis of the account therein the fact 

that Qapyan Qayan (Ch. Mochuo ~ P~), whose stronghold was in the Taihang 

Mountains east of Qara qum, invaded Hebei province irlJ~tili of the Tang dynasty 
in 698 (The 1st year of Shengli ~~). And then, I elucidated the fact that Turk 

Qayanate in the Gobi desert ruled the mixed nomadic and agricultural area of the 

northern borders of the Tang Empire and had moved to the stage of its imple­

mentation. 
Based on a critical reading of these sources, it can be said that a state was 

formed in Northern Asia, centered on the Yinshan Mountains range, and it was 

created by horse-riding nomads equipped with powerful military force who subju­

gated the Khitan (or Kidan) and Xi peoples of the Liao river basin to the east, and 

swallowed up the various Oyuz Tribes to the north on the Mongol steppe north of 
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